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平成 16 年度第７回府中市次世代育成支援行動計画検討協議会議事録 

  

時間   平成 16 年６月 24 日 14：00～17：00     

場所   府中駅北第２庁舎会議室 

出席委員 浅田委員 小川委員 小熊委員 北川委員 北場委員 北村委員 澤野委員 

     杉村委員 庭山委員 平田委員 弓削田委員 山村委員 田口委員 

欠席委員 木下委員 

（事務局） 吉永子育て支援本部長 吉野子育て支援課長 戸井田保育課主幹 
      青木住宅勤労課長 東海林文化コミュニティ課長 戸井田女性青少年課長 
      森地域安全課長 椹澤総務課長補佐 内野指導主事 宮本生涯学習課長補佐 

 斉賀緑のまちづくり推進課管理係長 松本子育て支援課推進係長 
 石堂子育て支援課主事 

 

次第 

１．開会 

２．傍聴人の入場について 

３．資料の確認 

 

議題 

１．テーマ別の検討８ 教育 

２．テーマ別の検討９ 健全育成 

３．テーマ別の検討 10 住宅・都市環境 

４．テーマ別の検討 11 安全・防犯 

５．ＮＰＯ団体について 

６．その他 

 （１） 第５回協議会議事録の記載内容の確認について 

 （２） 第８回協議会の開催日及び会場の確認について 

 

１．  開 会 

２．  傍聴人の入場について 

 

○子育て支援課長  

 皆様、お待たせをしてすみません。時間を若干過ぎましたので、第７回の行動計画検討

協議会を始めさせていただきます。本日、木下委員が別の会議とダブってしまったという

ことで、欠席の連絡が参っております。 

 それから、傍聴の方が２名お見えになっていますので、入っていただいてよろしいでし

ょうか。 

 

○委員会一同 了承 
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３．  資料の確認 

 

○子育て支援課長  

 きょうは、テーマの関係で、通常の事務局のメンバーに加えまして、学校教育部の総務

課、指導室、生涯学習部の生涯学習課、それから女性青少年課、文化コミュニティ課、地

域安全対策課、住宅勤労課、緑のまちづくり推進課、これは公園を担当しているセクショ

ンです、それぞれ担当が参加させていただいております。 

 最初に、資料の確認させていただきます。 

 資料７－１ということで、事前配付ですが、本日のテーマの関連するところの統計資料

をご用意させていただいております。 

 次が資料７－２としまして、本日の各テーマの資料でございます。 

 それから参考資料としまして、前回話題になりましたＮＰＯの関連で、現在市内にある

４０団体の簡単な資料を用意いたしております。 

 次に、メンバーとして参加されてます、「みもざ」と「ぽぽ」、２つの団体から資料を提

供いただいております。 

 それからパンフレットですが、府中市市民生活安全確保に関する条例というパンフレッ

トが１つ。 

 それから最後が、前回の第６回検討協議会の議事要旨でございます。 

 資料はよろしいでしょうか。 

 それで、本日ですが、前段を平田副会長のほうで司会をしていただきまして、後段に入

りまして、会長にしていただくということになりました。よろしくお願いします。 

 それでは副会長、お願いします。 

 

○平田副会長  

 今、お話がありましたように、北場会長はだいぶのどの調子がお戻りのようですけれど

も、まだまだもう１つというところですので、私がテーマ１から４までをいたします。 

 それで、大ざっぱなお話をいたしますけれども、健全育成は、その後のＮＰＯ団体、子

育て関係者施設一覧等々のほうにかなりかかわる部分もございますので、割合とこの部分

ではさらっと行きたいなというふうに思っています。 

 それから住宅・都市環境、安全・防犯、当然子育て支援については、関連をしてくる部

分でもありますけれども、関連もするし、独立している部分もありますので、割合と４ま

でのテーマは早目に終わらせまして、ＮＰＯ団体と先日の情報提供の拠点づくり等々の部

分のほうに時間を割きたいなというふうに思っております。 

 それから、前回庭山委員からもご指摘がありました、障害児の支援についてはどうなん

だという話があるんですけれども、実は２年間、東京都と府中市で、就学相談に関する調

査研究会というのがありまして、それには養護学校、幼稚園、保育園、また社協でやって

おられる「あゆの子」等々の職員の方々が４０名ぐらい出てましてかなり、かなりという

のは、障害児に関する教育相談ネットワークというのが、その最終回である程度確立でき

たようなものがあります。ですからその意味では、ゼロから議論をしていくというよりも、

そういう会議があって、教育相談ネットワークのひな形ができて、教育委員会がそれを主
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幹してやっている部分もありますので、そういうこともありまして、前回短目にいたしま

したけれども、そういう意味では、情報提供の部分で、障害にかかわる教育支援のネット

ワークがかなりの形でできているということなので、前回は割合と短目にさせていただい

たということで、ご了解をいただきたいと思います。 

 それでは、テーマ別の検討にのっとりまして、まず教育という部分から、資料説明も含

めてお願いいたします。 

 

○子育て支援課長  

 それでは、教育の分野に入る前に、ちょっと一言申しわけございません。今、副会長の

ほうで障害の問題のお話がございましたけれども、前回浅田委員から、前回の資料の中で、

１３年、１４年で愛の手帳が増えていると、これはどういうわけだというご質問がありま

して、担当課に確認いたしたんですが、はっきりとしたあれではないんですけれども、１

５年度に支援費が入って、その関連で１３、１４と手帳申請が膨らんだのではないかと、

こういうような説明でございました。一応、現段階ではそういうところでございます。 

 それでは、本日の資料のテーマ別の検討８教育について説明をさせていただきます。 

 まず、１として、市民意向調査等から見られる現状と課題でございます。 

（１） 教育に関する悩み。 

 小学生の保護者で最も多い悩みは子どもの教育に関すること。 

 小学生の子どもの保護者が、子育てについて悩んでいること、気になることで最も多く

挙げるのが「子どもの教育・塾、進路に関すること」であり、全体の５割弱となっている。 

 次に、就学前の保護者でも、４分の１強が教育のことを気にしている。 

 就学前の保護者についても、２６．６％が「子どもの教育に関すること」で悩んでいる、

気になるとしており、就学前から教育に関して不安等を有する層が一定数ある。 

 次のページに参りまして、（２）塾・習いごと。 

 小学生の４人に１人が塾や習いごとに通っている。 

 小学生の７４．１％が塾や習いごとに「通っている」と回答している。通っている子ど

ものうち、週４日が１０．２％、週５日以上が４．１％と日数が多い場合も見られる。 

 ３ページへ移りまして、（３）小学生の食生活。 

 朝食の欠食が約４％ということです。 

 小学生の朝食の状況は、「ほぼ毎日食べる」が９５．５％と大半を占めているが、週のう

ち何日かしか食べなかったり、ほとんど食べなかったりする児童があわせて４．１％ある。 

 夕食を「いつも家族でとる」のは９割弱。 

 夕食については、「いつも家族でとる」は８６．８％であり、「ときどき子どもだけでと

る」が１０．６％、「いつも子どもだけでとる」が２．１％となっている。 

 次に（４）いじめ・不登校。 

 「学校に行きたがらないこと」があるのは小学生の１６％。 

 調査で小学生の子どもが「学校に行きたがらないこと」があるか尋ねたところ、「よくあ

る」は１．２％、「ときどきある」が１５．１％となっている。 

 ２割がいじめを受けた経験あり。 

 学校でのいじめを受けた経験については、１．２％が「現在受けている」と回答し、２
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１．２％が「これまで受けたことがある」と回答している。そして経験があるとの回答割

合はおおむね学年が上がるにつれ増えている。 

 相談先としての学校、専門相談窓口等の現状。 

 子どもが学校に行きたがらない場合や、いじめを受けていると思われる場合の相談先と

しては、学校の先生が最も多く挙げられている。 

 また、専門の相談窓口も学校に行きたがらない場合で実際に相談した先として７．２％、

いじめを受けた際に想定される相談先として２５．２％挙げられており、一定の期待があ

ることがわかる。 

 次の４ページへ移りまして、（５）その他教育に関係する自由意見。 

 その他教育に関係する自由意見として、学校での教育内容及び体制の充実に関する要望

や意見、ＰＴＡ活動や行事に関する意見、学校の様子についての情報が欲しいといった意

見、設備改善に関する要望等が見られた。 

 次に５ページへ行きまして、２．施策・事業の現況と課題でございます。 

 以後、この現況と課題の部分につきましては、事業がたくさんございますので、この表

については説明を省略させていただきます。 

 （１）教育相談体制。 

 教育相談体制については、各相談関係機関と連携を図り、個々に応じた相談から専門的

な分野まで幅広く推進し、相談機能の環境整備を図る方向で体制の整備を図ってきたとこ

ろである。 

 近年は相談件数が増加傾向にあり、体制のさらなる強化が必要となっている。また、子

ども自身が心を開いて相談できる受け皿や不登校児の居場所づくりや学校復帰への支援な

ども課題となっている。 

 次のページへ行きまして、（２）学校教育。 

 ①基礎・基本の徹底。 

 臨時講師などの導入を視野に入れた少人数の授業や、チームティーチングによるきめ細

かな指導がより一層求められている。 

 今後、小学校、中学校の学力の向上を図るため、学級数を超える少人数の学習集団での

授業や、一斉指導に加えて、適宜、個別指導やグループ指導を導入するなど、複数の教員

がそれぞれの専門性を生かした指導計画や学習指導案の作成、指導方法の工夫、改善を推

進する方向で検討を進めている。 

 ７ページへ参りまして、体験活動。 

 児童・生徒が一層積極的に体験活動に取り組むことができるよう教育課程を見直し、総

合的な学習についてこれまでの取り組みを評価して改善を図るとともに、現在行われてい

る移動教室、林間学校及び自然教室のあり方を検討している。 

 また、学校に限らず地域社会においても、自然、勤労、職業、創作、ボランティアなど

のさまざまな体験活動を積極的に展開することができるよう、関係機関と連携し、十分に

活動できる場や機会を設定し、感動体験が大切にされる教育活動を推進する。 

 さらに次世代育成支援対策の観点から、次代の親となる中高生層に対して保育体験等を

通じた子どもや子育てに触れる機会を積極的につくっていく等の取り組みも必要となって

いる。 
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 ９ページに行きまして、心の教育。 

 みずからを尊ぶ心を育てる中で、道徳教育や基本的な倫理観・規範意識などをはぐくむ

あらゆる教育を充実する必要がある。特に特別活動の時間などにおいて、発達段階を踏ま

えた体験的・実践的活動をこれまで以上に導入することなどにより、みずからの心のあり

ようについての理解を深め、知識と活動の両面から豊かな心をはぐくむ取り組みを拡充す

ることが重要である。 

 また、教職員が児童・生徒１人ひとりの願いや悩みにじっくりと耳を傾ける受容的な姿

勢を持ち、課題の解決に向けてともに努力していく中で、教職員と児童・生徒との人間的

な触れ合いを重視する教育を推進することが重要である。 

 さらに学校、家庭・地域、社会がそれぞれの役割を果たし、三者の連携を努める中で、

地域社会におけるボランティア活動や社会体験活動などの有効な体験活動を継続的に実施

し、「心の教育」の充実を図ることが重要である。 

 １０ページに参りまして、食教育です。 

 食教育を充実するために、給食の時間を有効に活用し、技術・家庭科、保健体育、総合

的な学習の時間などにおいて、食に関する問題を取り上げるとともに、食指導に対する環

境も整えていくことが重要となっている。 

 また、地域の人材を活用して、望ましい食習慣のあり方を学ぶことや「農」に親しむ機

会を設けるなど、地域と連携し食に関する指導に取り組んでいく。さらに学校給食を通し

た取り組みを強化し、学校栄養職員による家庭科や保健等の授業への参画、栄養や料理指

導を行う相談業務の実施体制を整備し、給食関係職員の知識や技術を活用しながら、児童・

生徒への巡回指導や親子料理教室の開催などＰＴＡ組織などと連携した事業も展開してい

く。 

 また、アレルギー児への対応など「個」を対象とした給食の導入も今後の課題となって

おり、民間活力の導入や特定非営利活動法人の活動などにより、給食の実施体制を整備す

る必要がある。 

 ⑤健康づくり。 

 児童・生徒１人ひとりが多様な運動を計画的に経験し、体力・運動能力を自主的・自発

的に高めることができるよう、心身の健康の保持増進に努め、１人ひとりの健康課題に対

応するため、児童・生徒がみずから考え、健康的な生活活動を実践する保健教育を推進す

る必要がある。 

 児童・生徒の安全確保と、自他の生命の尊重を基盤とした安全意識の高揚に努め、家庭

や地域社会と連携した安全教育の推進に努める。また、大都市周辺の広がっている薬物乱

用や喫煙などの防止について、関係機関と連携し、健康教育の推進に努める。 

 １１ページに行きまして、経済的負担の軽減。 

 子育てに関する経済的負担の大きさについてはさまざまな調査結果で示されているとこ

ろであるが、中でも教育に係る経済的負担が非常に大きいことが指摘される。 

 経済的理由で就学困難な児童生徒の保護者に対する就学援助や奨学資金給付・貸し付け

を初めとした教育にかかわる経済的負担の軽減のために、これまで行ってきた扶助・援助・

給付・貸し付け等の事業を継続していく。 

 １３ページに行きまして、障害教育。 
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 障害のある児童・生徒の多様なニーズに応じたきめ細やかな教育を行うために、知的障

害固定学級・言語障害通級指導学級・難聴通級指導学級・情緒障害通級指導学級を設置し

ている。 

 また、心身障害児に対する正しい理解に基づき教育が実践されるように、教職員への意

識啓発研修等を実施している。 

 １４ページへ参りまして、地域の人材の活用。 

 学校教育の場に地域の人材が持つ知識・技能・資格を十分に生かすため地域の人材に学

校教育に対する支援をお願いするだけでなく、放課後の子どもたちの学びや遊びに地域の

教育力を活用していくなどの取り組みが重要となっている。 

 １５ページへ行きまして、施設・環境の整備。 

 ①安全管理体制。 

 児童・生徒が安全に安心して学校生活が送れるように、事故・災害・犯罪など緊急時に

対応した安全管理体制を構築する重要性が高まっている。 

 ②学校施設整備。 

 児童・生徒数の推移に対応したキャパシティを持った施設整備のあり方を中長期的に検

討する必要があると同時に、少人数指導やＩＴ教育など新たな教育ニーズに対応した施設

設備整備を進める必要がある。 

 １６ページです、学校図書館。 

 子どもたちの読書活動推進や総合的な学習の時間の調べ学習など、学校図書館のさらな

る活用が求められることから、学校図書館の機能を充実するために、学校図書館司書や指

導補助員の配置の充実が課題となっている。 

 小中連携です。 

 小学校・中学校の９年間を一連の教育ととらえ、小・中の連続性に配慮した教育課程を

編成し、児童・生徒の学習に対する意欲を高めたり、理解を深める教育的効果を上げるこ

とが研究されている。 

 １７ページ、質の確保。 

 ①研究活動。 

 学校教育における各教科・領域等さまざまな課題について、教職員みずからが研究活動

を通して資質能力向上を図っている。 

 学校評価。 

 学校がその機能をどのように果たしているか、教育活動全般について客観的・総合的に

評価し、その評価をもとに改善案を立て、学校の組織と教育活動の活性化を図ることが求

められている。 

 以上が教育の分野でございます。 

 

○平田副会長 

 冒頭に申し上げましたように、この辺は割合とさらっといこうというふうに思っておる

んですけれども。といいますのは、次世代育成支援のためには、学校教育というのは当然

当たり前のごとく幹となり必要な部分であるんですけれども、ある意味では、もういろい

ろな部分が確立されていて、私どもができるのは、応援したり補完をしたりする部分かな



 7

という部分はありますので、ここで東京都なり府中市なりの教育に対する教育論を戦わせ

るというようなことはちょっと時間的には無理かなというふうに思うところがあるんです

けれども。そういう意見を言ってくださっては困るということではないんですけれども、

私たちの立場としては、学校教育の不足の部分を補完をしたり、応援できることがあれば

なというようなお話をいただけるといいのかなというような思いがあるんですけれども、

何かこのことに関して、北川さん、何かありますか。 

 

○北川委員 

 いえ、特にないです。 

 

○平田副会長  

 冒頭の１ページに、保護者で悩みが多いのは、子どもの教育に関することなんていうこ

とがいろいろと書いてありますけれども、同じくどこに相談していいかわからないとか、

相談を持ちかけやすい窓口が必要なんだなんていうことも書いてありますけれども、こん

なことは応援したり補完できたりできるのかななんていう気もするんですけれども、小熊

さん、いかがでしょう。 

 

○小熊委員  

 やっぱり窓口が大切なんじゃないでしょうかね。全部の次世代育成の全体を考えても、

１つ窓口があれば解決策になるような気がするんですけどね。 

 

○平田副会長  

 体験活動なんていうのが７ページにあるんですけれども、それの枠の中の、「地域の自

然・文化・人材を生かし、各学校で」というようなことがありますけれども、例えば私の

近所の南白糸台小学校なんかでは、押立地区で投網を打つのがうまい人がいて、そのおじ

さんに投網を教えてもらう投網クラブなんていうのをやったりしたり、それから、近所の

おじさんが昔話を聞かせてあげたりなんていうことを日常的にやっているようなんですけ

れども、こういう部分の応援というのはできるなと思うんですけれども、小川さん、そん

なことをなさったことはありますか。 

 

○小川委員  

 私は、８年前に出来た府中国際交流サロンで活動をしています。市内の学校から異文化

理解教育の一環として外国人を派遣してほしいという要請が来ます。最初は南町小学校ぐ

らいだったのですが、最近はとても数が増えました。生徒さんが自分と違う言葉をしゃべ

る人と交流するのはとても新鮮な体験のようです。先生方の対応も年々慣れてくださって

事前の準備も十分にしてくださっています。都立府中高校にもうかがっています。 

 

○平田副会長  

 その窓口は。 

 



 8

○小川委員  

 府中国際交流サロンのほうに、各小学校からの要請が入りますので、最初は手探りだっ

たんですけど、サロンの事務局のほうで少しマニュアルをつくって、そういうことへきち

んと対応ができるように、サロンの事務局の方もかわられますので、そういうものをきち

んきちんと後々に残してもらうようにということで、だいぶマニュアルができてきたよう

でございます。 

 

○平田副会長  

 そういうのも、さっきの小熊さんの話じゃありませんけど、情報が一本化できて。 

 

○小川委員  

 そうなんです。 

 

○平田副会長  

 どこに聞いていいかわからないですものね、普通こういうのがあったとしても。 

 

○小川委員  

 そうですね、はい。 

 

○平田副会長  

 そういうのがあるといいなというような部分もありますか。 

 

○小川委員  

 あります。 

 

○平田副会長  

 小学校に限らず中学校でもボランティアで何かしに行ったとか、教えられたなんていう

経験のある方はいらっしゃいますか。 

 

○山村委員 

 社協では、たしか昭和５２年に初めて、その当時は学童・生徒のボランティア活動普及

事業といったんですけれども、これは東京都の事業なんですけれども、その指定というこ

とで、たしか２校が初めて、一小と七小だったでしょうか、ちょっと記憶があれなんです

けれども、始まりまして、本格的に始まりましたのは昭和６１年から、名前が児童・生徒

ボランティア活動普及事業協力校というんですが、要は、ボランティア活動の体験を通し

て思いやりの心を育てていただく、そういうことなんですけれども、それを学校ぐるみで

やっていただこうと。それに対して、当時は東京都の助成金がありましたので、１校１０

万円なんですけれども、そういう助成金を出す中で体験をしていただこうということで始

めたんですけれども、現在は公立の小中学校すべて３３校になりますけれども、それとあ

と市内の高校を含めて、３７校が今指定校になっています。現在は社協が助成金という形
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で、市からの助成金と社教の独自財源を合わせて１校７万円というような形なんですけれ

ども、交付してまして、非常にさまざまな活動が行われています。 

 昔はよく、１人の先生が非常に熱心ですといろいろな活動が活発になるということがあ

るんですが、私どもが目指しましたのが、基本的には校風みたいな形で、小学校に入って

何となく身近なところでボランティア活動の体験ができて、中学校に行ったらまた中学で

も同じような形で取り組みが行われていて、また地元の高校に行ったらというような、小

中高みたいな一体的なボランティア活動が身近にあるような活動ができないかということ

で始めまして、１冊きょう参考にちょっと持ってきたんですけれども、さまざまな活動が

今行われています。 

 そのために年２回、学校の先生に集まっていただいて連絡会を開催したりですとか、あ

とは教える立場の先生についての研修会みたいなものをあわせてやったりですとか、それ

が大きな柱なんですけれども、もう１つは夏の時期に中学生、高校生の夏のボランティア

体験学習もやっています。大体例年２００名を超える中学生、高校生が参加してまして、

ことしは２８０名ほどの規模でまた夏にする予定なんですけれども。体験を通して、子ど

もたちが非常にいい経験をされておりまして、そのことがきっかけになりまして、将来福

祉の関係に進んでいきたいですとか、そんなような方も出てますし、実際長くやっており

ますので、その体験を通して保母さんになられた方ですとか、そんな方もいますし、結構

保育所なんかですと、男の子の中学生なんかはすごく人気があって、すごく活発にやって

いる状況なんかも見させていただいたりしていますけれども、そんなところがうちのほう

では大きな体験の柱になっております。 

 

○平田副会長  

 ありがとうございました。皆さんからご意見を伺っていますと、いろいろとボランティ

アで伺ったり、人材としていろいろな協力、応援をしたりする場面が結構あるんだなと。

７ページにもありますし、１４ページにも学校支援ボランティアなんていうのがあるんで

すね、「府中市民を中心にして」というようなのがあるんですけれども。 

 例えば学校支援ボランティアならば現況１６校、つまり２２校あるうちの１６は活用を

しているというようなことですし、総合的な学習の部分でも「文化・人材を生かし」なん

ていうところで活用しているように見えるんですけれども、身近に小学校を見ております

と、校長先生とか教頭先生がまめで結構地域に出ていって、自治会に出るとかお祭りに顔

を出すとか、地域の人といろいろな接点があるところが、例えば「山村さん、頼むよ」と

言われると、「いいよ、野菜のことならやってやるよ」とか、そういうので行ってくれる人

が多いんですけれども、そういうことをしない校長先生だと、地域からの情報が全然入っ

てこない。その辺の、学校が情報を地域に発信する部分と収集する部分が人の差によるも

のみたいな気がすごくするんです、校長先生とか教頭先生がいかに動くかというような感

じがするんですけれども、庭山さん、いかがですか。 

 

○庭山委員 

 そこにいる方の人間性や資質で随分、教育に限らずその場というのは変わると思います

し、人とのつながりというのは広がったり狭まったりしますので。ただ、それをどうすれ
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ば育つというのでしょうか、そういうふうに人として育つというのは、大人になってから、

どうやったら育っていくものなんでしょうかと思います。大いに期待するところでもあり

ますし、非常に難しいところなのかなと思います。こちらが、そういう地域につながりの

ある教育者だといいと願うだけでは、そういう方に恵まれれば幸せですし、そういう方で

なければ、仕方なかった、あきらめましょうで済むことでも、どうしたらよろしいんでし

ょうかと私も思います、どうなんでしょう。 

 

○平田副会長  

 そうなんですよね、だから運不運みたいに、校長先生が周りとよく接点を持つときはい

ろいろな人がお手伝いに来てくれて、おじいちゃん、おばあちゃんが来てくれて、いろい

ろ学校のことに協力してくれるんだけれども、そういうことをしなくなるとぱたんと切れ

ちゃうというようなのを、校長先生の資質云々にかかわらず、ある程度情報提供ができた

り、応援ができたりするようなシステムというのがないのかななんていうふうに今ちょっ

と考えてたんですけれども。 

 田口先生、逆にボランティアを受け入れるなんていうことは結構あるんですか、中学生

とか小学生とか。 

 

○田口委員 

 うちの仕事はまだそこまで、小さい子の仕事ですので、今大体高校生以上でボランティ

アさんを受け入れさせていただいている。希望があれば、うちのほうでは夏休みとか、大

学生なんかですと平日の夜とか、その方の都合のいいときに来ていただくということがあ

りますね。 

 私も、今ここに書いてあるとおりだと思って読ませていただいてて、１４ページの地域

の人材の活用というところの、今児童が少なくなっていて、部活を上手にやる先生が他の

学校に移ってしまうとその部活はつぶれてしまったり、また弱くなってしまったり、それ

で子どもたちは一生懸命頑張ってたのに、次の年になって先生がかわるとうまくいかない

というのは結構よく聞く話なので、こういうふうに外部の、地域のお父さんとかお母さん

が一生懸命部活に参加していただくと、随分まちづくりもよくなるんだろうし、きっとい

いことが起こるんじゃないかなとは思っているんですね。 

 本当にこれを読ませていただいて、私なんかが申し上げたいことがもう１点あるとすれ

ば、何ページか前のところに、体験活動のところで、７ページのところなんですが、次世

代の親となる中高生に対する保育体験というのが書かれています。このとおりだと思いま

すし、また介護のことも、学校で今ボランティア活動をしようという意味と同じように、

介護とか育児に、必ずゆとりの時間なら時間を、市内の施設が上手に受け入れる態勢をつ

くって、社協さんなら社協さんが中でやっていくとか、そういうのはできないのかなとか、

そうすると自然に介護とか育児というのを少し体で覚えるということができるようになる

のかなとは思ったんです。ですから、２つともここには書かれているので、このとおりか

なと思っております。 

 

○平田副会長  
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 事務局の、１４ページの学校支援ボランティアというのは、登録人数というのは何名ぐ

らいいらっしゃるんですか。 

 

○指導室指導主事 

 学校支援ボランティアは、今ちょっと数をお示しできないんですけれども、１，０００

に近いぐらいの登録数はあると思っています。小学校でも７，０８２回というような形で

派遣しておりますけれども、各学校が何をしてほしいというニーズと、申し込みをされた

ボランティアさん自身の、これができますよというニーズが合致しますと、どんどん学校

に行っていただいております。お申し込みいただくときに、どこそこの地区とか、どこそ

この学校なら行けますよ、通えますよというようなところも含めて、データ化されており

まして、各学校のファイルをお届けしております。指導室のほうにおいでいただければ、

全市的な全部のリストも公開されてますので、学校がこんなことで人手があるといいなと

いうときには、校長先生方はよくお見えですので、先ほど校長先生の姿勢によるという話

がありましたけれども、活用されていると思います。今のところ多いのは、小学校では読

み聞かせのボランティアさんが多いですね。朝の、先生方はまだ打ち合わせをやっている

ような時間帯に地域の方が来て、子どもたちに絵本を読んであげたりとか、そういうよう

な活動は定着しております。この制度以外にも各学校が独自でボランティアさんを集めら

れている学校もたくさんあります。 

 あと、中学校などでは、地域の方の外国語の指導ですね。外語大もありますし、農工大

もありますし、学芸大なども近くにありますので、学生さんなども、将来教員になりたい

ような、それでちょっとまだ教員になってないみたいな人たちとか、そういった人たちが

学校に応援で入ってきてくれています。 

 

○平田副会長  

 ありがとうございました。 

 

○山村委員 

 ちょっと言い忘れてしまったんですが、地域の人材の活用のところなんですけれども、

今うちのほうで、学校から車いすの体験をしてほしいですとかと、高齢者の疑似体験をし

てほしいですとか、そういう依頼がかなり来てまして、それは総合的な学習の時間の中で

取り組むことが最近多くなってきたんですけれども、去年だけで９０回を超えるような申

し出があるんですけれども。 

 大体私どもの職員が行きまして、講師をやっているんですけれども、昨年から１つの試

みとして、うちのほうで大変経験のあるボランティアさん、車いすを押しているボランテ

ィアさんですとか、現場に出てボランティアさんの協力をいただく中で、そのボランティ

アさんとうちのほうの職員が一緒になって学校に出向いて、ボランティア活動のことです

とか、そういったものを広げていきましょうということで、ボランティアひろげ隊という

のをつくりまして、ことしもそのボランティアひろげ隊のボランティア講座をやるんです

けれども、そういう人材の活用をする中で取り組み始めたという動きがあります。 
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○平田副会長  

 今、お話を伺っていますと、１４ページにありますように、ボランティアの登録制で、

登録窓口が指導室と学校になっているというんで、やる気があって、やってもいいなとい

う方はこういうところへ登録しておけば結構活用できるシステムがあるんですね。反面、

社協さんもそういうのがあるんだけれども、全然つながりはないわけですよね。 

 

○山村委員 

 つながりというよりは、これをつくるときに当然教育委員会さんのほうからお話があり

まして、うちのほうのボランティアと学校支援のボランティアがどんな形で連携ができる

かということがありまして、うちのほうでは、登録しているボランティアさんに、こうい

う学校支援のボランティアさんというものがありますよというような情報提供はさせてい

ただいておりまして、実際登録ボランティアの中でも学校支援ボランティアということで、

先ほどのような読み聞かせのところで協力させていただいたりですとか、そのようなとこ

ろは連携をとりながらやらせていただいております。 

 

○平田副会長  

 種類別にすみ分けている感じですか。 

 

○山村委員 

 すみ分けるというよりは、ボランティアさんの選択ですよね、学校にかかわるボランテ

ィアということで、そこには学校支援ボランティアというメニューがあるので、そこで登

録をして活動をするですとか、そこだけじゃなくて、社協にあるボランティア活動にも登

録をして、あいた時間についてはまた違う活動をしていくですとか。ボランティアさんは

いろいろな活動をやっている方が多いですね、結構お忙しくても。いろいろな活動に参加

されていて、忙しい忙しいと言いながらも、きょうは何々ボランティアですとか、きょう

は何の活動とか、結構そういう時間を有効に使っている方が多いですね。 

 

○平田副会長  

 後ほど出てくると思いますけれども、そういうのも、こういうボランティアの場合は社

協に行ったらいいよとか、こういうボランティアの場合は教育委員会の指導室に行ったほ

うがいいよと、窓口だけでもうまく紹介ができるような窓口があると行きやすいのかもし

れないですね。 

 

○山村委員 

 そうですね、うちのほうでもご相談に来た場合についてはお話を聞いて、場合によって

は、あちらにということで、情報を提供させていただいたりですとか、そんなこともあり

ますので。 

 

○平田副会長  

 わかりました。今、ボランティアの応援する部分はちょっとこれで終わらせていただき
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まして、１５ページの安全管理体制というところをちょっと見ていただけたらと思うんで

すけれども。池田小学校の事件以来、学校に対する不審者の侵入等々に神経をとがらせて

いるような状況がありますけれども、学校内にいれば、例えば安全だとしても、学校から

帰るときは、子どもたちは１人、２人、３人で帰りますからやっぱり地域の目というのが

必要になると思うんですけれども、なかなかこの辺が難しい問題があって、府中市でも何

年か前から、子ども緊急避難の家なんていうようなステッカーを張らせていただいて、全

国的にピーポちゃんの家とか、１１０番の家とかいろいろなのがあってやっているそうで

すけれども、この辺で何か応援できたりすることってないかなというのがあるんですけれ

ども、澤野さん、いかがですか。 

 

○澤野委員 

 私の子どもは今現在小学生でして、学校から不審者情報というものが入りましたらすぐ

に緊急連絡網を使って各家庭に流すというふうなことで、連絡網が来たら、家にいる保護

者が外には出てみるというふうには徹底しております。他のある学校では、下校の時間に

不審者なり事件なりがなくても、見守りボランティアというのを自主的に保護者でつくっ

ている学校があるというふうに聞いたりもしてますし、自宅にいる保護者で何人か誘って

世の中で子どもの事件が続いているねというようなときには、お母さん同士電話し合って、

きょうはまとめて帰らせようかとか、自主的にやっている部分は、私の子どもの行ってい

る学校では、できる人は頑張ってやっているという現状です。 

 ＰＴＡでも、そこら辺をもう少し組織化しようというような話も具体的に挙がっていま

すし、ただ見守るというのも、逆にその人が変なおばさんということになりかねないので、

学校の名前とＰＴＡですというそろいの腕章を各自つけて見守りをするというふうに、少

しずつですけれども、考えて実行に入っています。 

 

○平田副会長  

 小学校を卒業されちゃうと、やっぱり意識は中学に行ってしまうんですかね、小学生を

守ってあげようというのは。どうでしょうね、自分のお子さんがいなくなると。 

 

○澤野委員 

 やっぱり近所の目というのが非常に重要になってくると思いますので、自分の子どもが

小学校を卒業しても、近所のおばさんの目ということで、子どもたちを目で守るという部

分では、お母さんたちはずっと続けていかなければならないんじゃないかなと思いますけ

れども。 

 

○平田副会長  

 杉村さん、いかがですか。 

 

○杉村委員 

 細かいことになると私はなかなかあれですし、きょうは特にちょっと申しわけないんで

すけど、プライベートのことで家族に病人が２人も出ちゃったのと、「みもざ」の手当てが、
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亡くなった方なんかいて忙しかったので、今回勉強してこなかったのであまり多くの意見

は言えないんですが、今のことに対しての意見の前にちょっと気になったのは、議長が最

初にお話しになられて、制度的なことはほとんど網羅されてやられてきているというふう

におっしゃった、その上でこの議論に入ったと思うんですけど、私たちは、政策をつくる

に当たっての審議を前もってやっていくということで提起していくわけだから、既成のい

ろいろなものの制度も本当に機能しているのかどうかを見きわめることが大事だから、や

っぱりチェックをした上で、本当に機能しているかしてないかを見きわめた上で、してな

い部分は、じゃあどういうふうに改善するかというふうな議論にしていかないといけない

のかなと思って、それで制度としてどうしても必要なことは、機能してないとしたら、ど

んなに予算が必要でもきちんと手当てをしていくということをして、そして議長がおっし

ゃったように、補完とか補助とかということでは地域の人材を活用してやっていくという

ことで当然いいと思っているんで、多分細かいところで今議論になっていると思いますが、

大きいところの見きわめをきちんとして、それにのっとって議論をして固めていかないと

いけないかなというふうに大きくは最初に感じました。 

 ということで、あとは現実に他の部分とか、地域の活用という中で、私たちＮＰＯなん

かは十分に果たせる役割はいっぱいあるなと。きのうもＮＰＯのほうの集まりがありまし

て、その中で今の、子どもたちなんかを遊ばせる何とかのＮＰＯとかあるんですよね、そ

こがたまたまこの間なんかは、地域の商店がかなり眠ってきているので、そこの活性化も

兼ねて、おそば屋さん連盟と提携して、子どもを野外で遊ばせるというのをやったらすご

い評判だったそうで、子どもたちは何げなく外で買っていたおそばを食べたりしているけ

れど、つくるところから、そのうち畑でつくるところまで企画するとか、そういう話をし

てましたけど、そういういろいろな支えてくれるＮＰＯがあるんだなということをきのう

の会合でも思いましたけど、そういうところと、今の社協なんかが、恐らく把握している

と思いますけど、そういうのを結びつけていって、お手伝いしていけるのではないかなと

思いました。 

 ＮＰＯのほうもまだまだ、後でお話が出ると思いますけど、府中市は去年でしたか、第

１回のＮＰＯ祭りをやって、市民にＮＰＯを啓蒙していこうという段階で、まだ皆さん、

行政の方でも、それからＮＰＯという本当の実態とかというのはきっとわかっていないと

思うので、そういうことを知らしめながら一緒にかかわっていく、育てていくということ

なんかもやっていく、そういう位置づけが政策の中に必要かなと思っております。 

 

○平田副会長  

 ありがとうございました。杉村さん、この資料でいうとどの辺が問題だと思いますか。 

 

○杉村委員 

 個々には確かに、このとおりやられていたら結構網羅されているなと思って読んできま

したけど、現実にそれが使いにくかったりするというところは幾らもあると思います、遊

びのことでも何でも、それから安全の問題でも。実際に例えば安全の問題なんかで、緊急

避難の家とかありますよね。そういうところが本当にどの程度に活用されているかとか、

活用しやすい、飛び込みやすい状態になっているかというと、私は今、自分自身は小さい
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子どもがいないので、実体験としてはあまり感じてないんですけど、その辺の点検なんか

も恐らく必要で、形であるからいいかなといってたら、実は使われていないということが

ありますね。 

 私たちのケアの中でも思うけれど、この間の第５回の会議にも出ていたけれど、本当に

必要な人というのはなかなか足を運べないんですよね。その辺が結構大事に見直してみる

ところかなというふうに思います。元気な人って何か探してでも行くんですよね。でも病

んでいる人とか、ご老人とか、障害を抱えている人は、自分で出向いて情報を集めたりと

か、あそこに行けば救われるかなとかいうところに行く前にやっぱり。そこら辺をどうい

うふうに手当てしていくかというのはとても大事かなと思ってますけど。 

 

○北場会長 

 ちょっと一言よろしいですか。質問なんですけれども、空き教室というのは今どれくら

いあって、例えばいろいろな他の活動に使うということについてあまり制約はないんでし

ょうか。例えば国の補助金返還とか、そういうものもほとんどない。 

 

○指導室指導主事 

 とりあえず指導室からお答えできる範囲ということで、空き教室、余裕教室という言い

方を私たちはするんですけれども、子どもの数がぐっと減ってきている時期は小学校では

通り過ぎて、今増加傾向に転じているんです。普通教室だったところをどういう活用をす

るかというのでは、学校によっては、お昼を食べたりするランチルームをつくったりとか、

あるいは先生に何か相談事をするような部屋をつくったりとか、カウンセラーさんなんか

を配置しておりますけれども、そういった活動を一緒にしたりとか、図書室の機能を広げ

たりとか、それは各学校のアイデアを反映するところではあると思うんです。またこれか

ら少し子どもが増えてきたりすると、そういったところも活用状況は変わってくるかもし

れません。 

 あと、教室の数については、今ちょっと数のデータはないんですけれども、いっときた

くさん教室が必要になった時代に比べればゆとりは出てくるかなと思いますけれども。以

上です。 

 

○北場会長 

 教室を減らすということについては、あまりお調べにならないんだろうと思いますけど、

制度的に変換をすることについて財政的な負担というのは市にはほとんどない、あいてい

れば転用するということは十分可能だという、あるいは敷地、教室も含めて。 

 

○総務課長補佐 

 変換というのはどういう意味でしょうか。 

 

○北場会長 

 転換、利用計画、例えば教育以外の施設に使う。 
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○総務課長補佐 

 要するに教室を違う、子育て支援施設の部屋に使うとか、そういう意味ですね。 

 

○北場会長 

 そうです、そういうことです。 

 

○総務課長補佐 

 それについては、文部科学省のほうでも今、規制緩和ということである程度やってきて

ますけれども、ただ現状府中市においては、小学校においてケヤキ並木より東側で、甲州

街道より北側の地域の小学校は、今空き教室がゼロないし１というような状況で、教室が

不足するという心配も出てきてますので、私どもでその辺について具体的に検討したこと

は今のところございません。 

 

○北場会長 

 すみません、中学校はいかがですか。 

 

○総務課長補佐 

 中学校につきましても、やはり同じような地区の中学校については、教室がいっぱいと

いうような状況ですけれども、西のほうの中学校は結構あいているところはあります。た

だ最近、選択教科とかそういうことで、教室の部屋を用意して、例えば１０こまつくれば

１０教室必要になるというような形で今やってますので、中学校のほうからの声では、む

しろ小部屋をふやしてくれというような声が出てきているのが実情でございます。 

 

○平田副会長  

 今、安全管理体制で、子ども緊急避難の家なんていう話がありましたけれども、今、府

中市内には何軒ぐらいあるんですか。 

 

○女性青少年課長 

 子ども緊急避難の家につきましては、５月１９日現在で１，８４７軒の協力をいただい

てございます。 

 

○平田副会長  

 使った例というのはあるんですか。 

 

○女性青少年課長 

 使った例はございません。 

 

○平田副会長  

 実は私がＰ連の会長をやっていたときにやり始めたというとっかかりがありまして、そ

のときにも保険に入るとか、入ってきたらどういうことをするんだとか、プライバシーに
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配慮しろとか、そんなようなマニュアルをつくって、今私の自宅も緊急避難の家の指定を

されているんですけれども、当然１，８４７軒あってゼロですから、うちもゼロで、あり

ませんですけれども、そういう意味では対応の仕方というような、マニュアルとか、心構

えを書いたものに関してはしっかり整備をされていると私は思います。１軒１軒ＰＴＡの

方が、ほぼ毎年緊急避難の家のステッカーというんですか、看板のようなものを持ってお

願いに見えます。私は知っているんで説明は要らないよと言いますけれども、他の家には

必ずこうこうこういうことでと、うちのほうの地域の学校では説明をして回っているよう

で、子どもたちにも、毎年毎年そういうことは折に触れて周知をしているようですから、

そういう意味では、ゼロ件は幸いでありますけれども、機能的にはしているというふうに、

私の知っている範囲では思いました。 

 

○北場会長 

 ちょっとコメントというか、今学校の単位ですから、当然小学校であれば小学校区でそ

ういう連絡網ができている、中学校であれば中学校単位でできていると理解していいわけ

ですね。全市１つじゃなくて、それぞれの学校で。 

 

○平田副会長  

 不審者情報ですか。 

 

○北場会長 

 いやいや、例えば今の緊急避難の家のような毎年の連絡というのは。 

 

○平田副会長  

 それはもう学校単位で。 

 

○北場会長 

 学校の単位ですね。何を言いたいかというと、全市という取り組み方と、そういう単位

をかっちり、管轄が決まっているということは非常に重要だと。毎年毎年繰り返すようで

あっても、全市どこでもいいですよというんじゃなくて、うちの学校区という単位でそう

いう連絡網ができていて、しかもどこが毎年なるかということがある程度わかっている。

逆に言うと、他の外から見ると、見えてない部分もありますよね、もうろん掲示が出てい

れば別ですけれども。そういうところをもう少し意識的に、意図的に、オープン化できる

ものはオープン化して、だれでもわかるようなシステムをつくるという、そうすれば多分、

人がかわっても組織が生きていくし、そうでないと人がかわると必要なのに消えてしまう。

そういうのを意図的に情報化しておくというのはすごく大切なことだと思います。 

 

○澤野委員 

 緊急避難の家に付随していることなんですけれども、学校で緊急避難の家を親と子で訪

ねて歩くという、子どもの通学路に沿って、ここの何々さんのうちがあなたの緊急避難の

家よというのを学校まで、親と子で道々歩きながら、緊急避難の家を点検するということ
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と、通学路の安全を親子で確かめるということを実践したことがあります。 

 

○平田副会長  

 いろいろとテーマがありますので、教育についてはいろいろな情報を、いつもの話です

けど、窓口を一本化して、できるだけ集約できればなというのと、あとは地域の目という

のは、緊急避難の家もそうだと思いますけれども、学校から働きかけながらいつも意識を

持ってもらうようにしていかないと途切れてしまうという部分があると思いますので、緊

急避難の家とか、それから見守る人たちのボランティアとか、いつも学校なり教育委員会

なりが働きかけながら目を途切れさせないような努力というのが必要なのかなというふう

に感じました。また応援を補完できる部分がございましたら、後ほどでも結構ですからご

発言をいただければと思います。 

 それでは次の健全育成の部分に入ります。これも冒頭に申し上げましたように、後ほど

文化センターとかＮＰＯとか出てきますと、健全育成なんていう部分でもまた触れる部分

もあるかと思いますけれども、テーマにありますので、一応ここでも触れて、また後ほど

出てくるかもしれません。 

 それでは、説明をお願いいたします。 

 

○子育て支援課長 

 それでは、健全育成について説明いたします。 

 １．市民意向調査等から見られる現状と課題です。 

 （１）子どもの居場所。 

 平日の放課後に外で遊ぶことが多いのは約半数。 

 小学生の平日の放課後の過ごし方について主なものを３つまで回答してもらったところ、

「友達や兄弟姉妹と公園などで外で遊ぶ」は５３．７％となっている。 

 塾などが平日の放課後の主な居場所の１つとなっている。 

 小学生の平日の放課後の過ごし方について主なものを３つまで回答してもらったところ、

約半数が「学習塾や習いごとに行く」を挙げており、塾などが小学生にとっての平日の放

課後の主な居場所の１つとなっていることが見受けられる。 

 土曜日、日祝日は家族と過ごすことが多い。 

 土曜日や日祝日については、「自宅で家族と過ごす」や「家族でレジャーや買い物に行く」

といった回答が多く挙がっている。 

 １９ページへ参りまして、（２）子どもが遊ぶ場です。 

 約９割が文化センターの利用経験あり。 

 小学生の８８．４％が文化センターを「利用したことがある」と回答している。また、

文化センターの子ども向け講座等への参加状況については、「参加したことがある」が５７．

８％である。 

 文化センターへの要望。 

 自由意見に見られた文化センター・児童館についての要望では、まず子どもが遊べる場

として、文化センターとは別に児童館を設置してほしいという要望がある他、建物の老朽

化等の改善など、施設設備面に関する意見が見られた。 
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 またプログラム内容についても、さまざまな体験ができるようなプログラムや講座にお

ける障害児への配慮などについての要望があった。 

 さらに申し込み方法の簡便化など、気軽に参加できる仕組みづくりを求める意見も見ら

れている。 

 子どもが集える場に期待する機能。 

 地域で子どもが集える場に期待する機能としては、「自然体験ができる場」が６４．７％

と最も多く、次いで「スポーツをして体を鍛え、発散できる場」、「子ども同士で自主活動

ができる場」など、さまざまな体験や活動ができる場を期待する回答が見られている。 

 （３）テレビやゲームなどの利用状況。 

 テレビやゲームの時間を「決めていない」のが６割。 

 テレビやゲームの利用時間について、「決めていない」が５９．８％となっており、「決

めている」場合であっても３～５時間と長時間にしている場合が１割程度ある。 

 ２０ページへ参りまして、（４）その他子どもの健全育成に関する意見。 

 その他子どもの健全育成に関する意見を自由意見から見たところ、芸術劇場において子

どもも参加できるプログラム等を提供してほしいという要望が見られた他、ゲームセンタ

ー利用の禁止・抑制についての注意や措置が必要ではないかという意見があった。 

 ２１ページへ参りまして、２．施策・事業の現況と課題です。 

 （１）子どもの健全育成に関する意識啓発。 

 子どもの健全育成に関して、家庭や地域が果たす役割の大切さを、各種講演会やポスタ

ー、チラシ等により啓発し、家庭・地域で連携して子どもの健全育成に向けた活動を展開

できるよう推進していく必要がある。 

 ２２ページへ参りまして、（２）青少年相談体制。 

 青少年自身の悩みごとや保護者の子育てに関する悩みごとに対して、児童相談所など関

係機関と連携を図り、相談体制を拡充し、青少年の健全な育成に努める。 

 相談内容が多岐にわたる傾向があることから、多機関連携の充実や相談員の資質向上に

努める必要がある。 

 （３）文化センター（児童館） 

 子どもの遊び場として、児童館機能を持つ文化センターのあり方について検討する必要

がある。 

 現状では、多様な世代が利用するコミュニティセンター的な位置づけと文化センターが

なっているため、ともすれば高齢者中心の施設となってしまいがちであり、子どもの居場

所として不十分であるとの指摘がある。 

 ２４ページへ参りまして、（４）体験機会。 

 核家族化やテレビゲームなどの普及により、子どもの遊びも大きく変化している。自然

と触れ合う体験学習やボランティア活動、地域の伝承行事などの事業を充実し、地域でさ

まざまな体験ができる環境を整備していく必要がある。 

 また、地域でのボランティア活動や交流活動を通した実践的な学習の場を確保するため、

青少年の健全育成を目的とした地域活動や文化、スポーツなどを通した交流や学習を目的

とした青少年の地域活動を支援するとともに、家庭、学校、地域が連携した活動を推進し

ていくことが重要である。 



 20

 ２６ページへ参りまして、（５）地域の社会環境。 

 現在の地域社会は、あらゆる情報を青少年でも容易に手にすることができる。特に不健

全な図書類やＣＤ－ＲＯＭ・ＤＶＤの販売、アダルトビデオやテレホンクラブ、伝言ダイ

ヤルなどの広告類の掲示、インターネットや携帯電話の利用による悪質な情報の提供など、

青少年にとって好ましくない状況が多く存在している。また覚せい剤等の薬物乱用や、凶

器となり得る刃物類を携帯する青少年の存在も憂慮すべき問題である。 

 このような状況に対応するため、青少年対策地区委員会や学校、ＰＴＡ等の関係機関が

連携をとり、また必要に応じて各種事業者等にも協力を求めながら、青少年が安心して明

るい生活を送り、健やかに成長することができる地域の環境浄化活動に努める必要がある。 

 ２７ページです。（６）思春期保健対策。 

 思春期の問題として、性行動・妊娠中絶・性行為感染症・薬物乱用・喫煙・飲酒等があ

り、生涯の健康に影響を与える問題として、小中学生からの教育が必要となっている。 

 心身の健康の増進に努め、１人ひとりの健康課題に対応するため、児童・生徒がみずか

ら考え、健康的な生活活動を実践する保健教育を推進していく。さらに児童・生徒の安全

確保と自他の命の尊重を基盤とした安全意識の高揚に努め、家庭や地域社会と連携した安

全教育の推進に努める。 

 また、大都市周辺に広がっている薬物乱用や喫煙などの防止について、関係機関と連携

し、健康教育の推進に努める。 

 なお、母子保健では、思春期の問題は、妊娠・出産・子育てに関係する問題としてとら

え、教育教材の提供や情報交換など、学校や保健所と協力して取り組んでいる。 

 （７）中高生の活動の場。 

 スポーツ施設や文化センターなどを活用し、中高生がさまざまな活動ができる場の提供

を推進する。 

 以上でございます。 

 

○平田副会長  

 ありがとうございました。この健全育成のを読んでますと、大きなキーワードとしては、

子どもたちが楽しく遊べる、もしくは集える場ということになるんでしょうか。１９ペー

ジにあるところで、子どもが集える場に期待する機能、自然体験とスポーツというような

ことがありますけれども、現状としては、その下の枠の中にあるように、自然体験ができ

るところはほとんどない、公園では野球やサッカーはできない。例えばサッカークラブと

か野球クラブとかそういうことじゃなくて、子どもたちが何人か集まって気が向いたから

ちょっと野球をやろうよとか、そういうようなことをやる場所というのはほとんどない。

大人に管理されたサッカー部とか野球部というのは当然あるわけですけれども、昔の子ど

もたちが本当に自然に遊んでいたようなところというのはなかなかないというようなとこ

ろが、まず問題点としてあるのかなと思うんですけれども。北川さん、いかがですか。 

 

○北川委員 

 そうですね、どういうふうに言ったらいいんでしょうか。どういう観点で。 
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○平田副会長  

 例えばここに、整備の行き届いた公園よりも空き地的要素のある場所があるとよいとか、

公園でサッカー、野球ができるようにしてほしいなんて書いてありますけれども、どうで

すか、お考えは。 

 

○北川委員 

 僕は、あまりこういうことにお上が手を出してほしくないなと、ほっておいてくれれば

十分だというふうに思っています。看板には書いてありますけど、公園でもみんな野球、

サッカーをやっていますし、今さら行政が土地を買い取って空き地の野っ原をつくれとい

うようなことはどだい無理な話だと思うんです。えてしてこういういろいろな要望を出し

て、税金を使って何かをつくれば、そのつくった瞬間から管理された空間がまた１つ増え

て、財政負担を私たちが税金でしているということになるだけではないかなと思います。

ですから、私は特段何もしてほしいとは思わないほうです。 

 

○北場会長 

 今の北川さんの発言はすごく本質的なところを突いておられて、行政がやってくれれば

全部ただでやってくれるからいいという考えがちなんだけど、行政はすべて平等にやらな

きゃいけないから、だれかからクレームがついたら必ずそれを実現しなきゃいけない、そ

うするとますます使い勝手が悪くなるんですよ、行政がやる仕事というのは。 

 それで例えば、先走って申しわけないけど、ＮＰＯの２０番で、特定非営利活動法人野

外遊び喜び総合研究所、中嶋さんという方が代表でやっていらっしゃる、これはどういう

ところで活動をやっていらっしゃるんだろう。多分こんなことができるのは個人の場所で

すよね、あるいは許可なくてもできるようなところでやっていいぞという、もちろん逆に

それで、子どもがけがをしたらどうするんだと親が心配するぐらいの話なんでしょうけど、

多分これは、個人とか民間でないとこんなことはできっこないんですよ。公が入れば、必

ず自己責任はどうするこうするという話になってくると、こうしちゃいけない、こうしち

ゃいけない、北川さんのおっしゃるとおりだと思うんですね、多分こういうことは民間で

やらなきゃいけない。 

 

○平田副会長  

 この内容はわかりますか、事務局で。２０番、特定非営利活動法人野外遊び喜び総合研

究所。 

 

○杉村委員 

 直接は関係ないんですけど、府中基地跡、国の土地がありますよね。そのＮＰＯ団体が

いろいろな団体と協力しながら、行政にも働きかけて、あの土地を自由に、府中の森公園

とか健康センターのほうの、ウメの森とかいろいろありますし、郷土の森とかいろいろあ

りますけど、もっと自由に使える空間にしたいということで運動しているらしいんですね。 

 

○平田副会長  
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 この方がですか、２０番の。 

 

○杉村委員 

 そうです、正式名称は今ちょっとあれでしたけど。そういう話が出てましたからね。そ

ういう発想を、今北川さんがおっしゃった、行政がつくってしまえば、必ずやいい悪いは

管理しなくちゃならなくなる。国から買い取るには２５億で、公園式にして何とかにした

ら５億ぐらいで買い取れるという、遊び方というか、使い方の用途によっては安くなるん

だそうです。そういう運動をやっているというんで、また詳しく聞きたいなとは思ってた

んですけど。そういうところで、ＮＰＯでなければとか、民間でなければできない遊び場

とか、世田谷のほうの羽根木公園なんかも自由に木登りしても何してもと。でも行政がや

れば、必ずや管理は、いけないじゃなくて、しなきゃいけないという状況、その辺をどう

位置づけてやっていくかというのはすごく大事だなと思って、きのうもその話にとても興

味があったんで、あとまた継続的に聞いていきたいなとは思ってたんですけどね。そうい

う情報が、当然今、事務方のほうで把握されていると思うけど。何平米かわかりませんけ

ど、かなり広いところだとか言ってますよね。大体場所なんかは、皆さん知ってるんでし

ょうけど。今、アメリカから返還されて何十年たつけど、全然手つかずな土地だそうです、

森林状態になってると言ってましたけどね。そんなことも、これから使っていける場所か

なというふうに思いましたけど。 

 

○平田副会長  

 そうですね、行政が公園をつくると、やっぱりトイレぐらいなきゃとか、子どもが飛び

出したらどうするんだと柵をつくって、手ぐらい洗いたいからと洗い場をつけて、遊び場

がなきゃとブランコと滑り台ぐらいつけて、そういうふうにやっていくとみんな同じ公園

になってしまうんですよね。でも、こういう要望って多いそうですけど、近所の人が認め

てくれないらしいですよね。草が生えっ放しとか、木なんかが生えっ放しだというと蚊が

わいてしようがないとか、不審者のたまり場になっちゃうとかいって、なかなか近所の人

が認めてくれないという話も聞きますけどね、あったとしても。 

 浅田さん、場の問題で、何かありますか、子どもたちが集える、遊べる、いい場所。 

 

○浅田委員 

 西のほうで、地域住民の声を出してもらって公園をつくったというのが、多分今までに

府中市もなされているかと思うんですけれども、もしできたらそういった事例なんかも共

有できたら。 

 

○平田副会長  

 事例、わかりますか、西ですか。 

 

○弓削田委員 

 北山１丁目にありますせせらぎ公園というのがありますが、地域住民のいろいろな立場

の代表者が出て、意見をまとめてつくりました。七小通りの整備とあわせてやったんだと
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思いますが、その公園に小さな山からせせらぎが流れてきて、子どもがポチャポチャ池で

水遊びが出来るようにと作ったと思うのですが、出来上がってみるとポチャポチャ遊べる

ような池ではなく、すり鉢状に深く掘ってあって、今はそこに水はありませんで、子ども

たちが自転車で競輪のように危険に思える遊びをしたりしています。 

 

○平田副会長  

 それはまたおもしろいですね。 

 

○弓削田委員 

 はい。それで、スプレーでいたずら書きされたりしています。出来た時は、せせらぎか

ら水が流れて、子どもたちが水遊びができるようにとのことだったと思いますが、深すぎ

て、たまり水のようになってしまいました。今は水を抜いて、すり鉢状のコンクリートに

なってます。他の区の公園を見に行きましたが、丸い小石が敷いてあって、幼児が足だけ

つけて遊べるようなところがありました。住民の意見を入れてつくったんですけど、出来

てみると、あのようなものになってしまったので、ちょっと不思議な気がします。 

 

○北場会長 

 ちょっとよろしいですか。私が知っている大阪の南のほうで、ある母親が子どもを自由

に遊ばせたいという思いで、公園にやってもなかなか管理が厳しくて、火焚きはしちゃい

けない、ボール遊びはだめ、これじゃだめだというんで、本当に使い道のないくぼ地、個

人のところを話をして借りて、そのくぼ地に掘っ立て小屋を建てたり、木登りできるハン

モックみたいなのができるような、ある意味では非常に危険なところなんですけれども、

何にも手入れをしない、そういう場で、その一画で子どもたちを遊ばせる、それが結構有

名になって、周りから親たちが来るというか。逆に今そういう生き残りができるというの

は、多分そういうところだと思うんです。だれも見向きもしないけれども、子どもたちに

とってはものすごい遊びの空間になるようなところで、理解のある親たちが子どもたちを

見守りながら自由にやらせるという、そういうことならばまだ可能性はあると。そうでな

いと、管理が入ってきたら多分だめでしょうね。 

 逆に言えば、その中で親たちがそういう空間を守ってあげる、他の親たちが文句を言っ

ても、これはこうなんだということをちゃんと言えるような親の組織がないと、きっと続

かないでしょうね。その意味で、言葉はきれいで、こういうものが欲しいとおっしゃるけ

れども、現実的には非常に難しい、必ずだれかの苦情が入れば、聞かざるを得ないという

ことと、管理が入ってきますね。 

 

○弓削田委員 

 遊びの点で申しますと、私たち民生・児童委員は学校と関係していますので、夏休みな

ど長期休みのときに、地区委員さんなどと地区で日を決めて子どもと遊ぶことをしている

んですね。それに参加しますけど、やはり子どもたちが自分たちで野球をするとか、自分

たちで何かをするというのは、今非常に少なくなっています。野球ができるような公園も

近くにありますが、親子でキャッチボールなどはしていますけど、子どもだけで集まって
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野球をするとかいう姿はあまり見られていません。 

 それで、その地区会で夏休みなどお遊びをするのに参加しますけれど、親が何をしまし

ょうかということで、みんなで考えて、ドッジボールをやったり、あとは目隠ししてだれ

が動いたとかいう、何遊びというんですか、そういう遊びをして一緒に遊んで、そのあと

集会所に集まってジュースやお菓子をいただいて、ビンゴゲームなどをやって解散という、

そういうパターンがずっと何年も続いています。そういうのに参加しないお子さんや、家 

族で遊びに行く方もいらっしゃるので、参加者も少ないようです。参加しても子どもたち

が遊びを企画するというところまではいっていないように思います、公園を通っても、１

人、２人の子でサッカーのようにボールをけったりしては遊んでいますけど、チームを組

んで自分たちでやっているという姿はほとんど見られません。 

 

○北場会長 

 ちょっとよろしいですか。今子どもの人口は少なくなるし、あるいは塾に行く子どもた

ちが増えたりというので、隣近所だけでは子どもの数、メンツがそろわないんですよね。

逆に言うと、かなり広域で子どもが集まる場を、接点をつくってあげないと、１０人、２

０人の子どもがいない。しかもそれが、例えば月に１回のイベントではだめなんであって、

つまり毎日オープンしていて、行けばきょうは５人いた、きょうは１人しかいない、でも

あしたは１０人来るかもしれない、そういう中で顔見知りができて、遊びができていくん

だろうと思うので、私みたいな団塊の世代のように、常に仲間がいたそういう世代と、か

なり努力しないと同じ世代の子どもがいない子どもたちの中で、子ども同士のコミュニケ

ーション、遊びをどうつくっていくかというと、かなり意図的に子どもの集う場所をつく

ってあげないと、子ども同士のコミュニケーションがまずできない、だから親としか遊べ

ない。そういう空間をつくるということはすごく大切だと思うんですね。現状はまさにそ

うだろう、それを変えるためには子どもが集まる場、子どもの居場所、子どもが自然に集

まるような場というのをつくる。学童保育なんか、多分１つのきっかけだと思うし、例え

ば児童館のあるところはそういうところがかなりできているところもありますけれども、

児童館のない府中市でそういうものをどうつくっていくのか。 

 でもそれは、例えばこういうＮＰＯのような方がいて、そういう方々がこういう遊び方

があるんですよ、あるいはこういう空間の使い方があるんですよということを指導してく

だされば、地域で文化センターとかそういう、中学校区とか小学校区の単位で遊びボラン

ティアみたいな方が、何の変哲もない空間でも、そこを子どもの遊びの空間に変えること

は幾らでもできると思うんですね。その工夫はほっておいたら絶対できないんですよ、仕

掛けをつくらないと。 

 

○弓削田委員 

 そうだと思います。今、子どもは、「きょう遊びに行っていい」と電話をかけてからでな

いと行かないとか、低学年でも、３～４年でもそんなようだし、学校で約束してきて遊び

に行っていいとか、電話をかけて遊びに行くというような話はよく聞いています。また、

子どもというのは、危険で何となく冒険できるような場が好きなんだと思うんですね。そ

うすると、今度管理とか事故の問題と絡み合ってきますし。 
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○北場会長 

 すみません、もう１つ。今、文化センターは児童館としてだめだだめだという声がある

んですけど、かなりいろいろなことはやってるんですよね。今府中市がやっていらっしゃ

る部分の評価というのはどうなんでしょうか。不十分なんでしょうけれども、そこから何

か発展させられる可能性というのはないんでしょうかね。 

 

○小川委員 

 私も今同じことを思ってたんですけど、この自由回答のところでも、府中市には児童館

がないから、まず児童館という器をつくってほしいという意見もあるし、文化センターの

中をもう少し充実させてほしいという意見もあるんですよね。文化センターも、私もいろ

いろなことで利用させていただいて行くんですけど、年配の方のお風呂がかなりのスペー

スで、老人会の方が、そのフロアはかなりがっちりと押さえているということになって、

この自由回答の中でもありましたけど、騒ぐと、お年寄りがうるさいと言うので、子ども

が自由に遊べないと。だから今のところの文化センターで、子どもが望むような児童館の

機能というのが、どうも十分に発揮されていないようなんですよね。私たちのこの会で出

した結論で何かが動いてほしいなということを思うときに、今一番できることは何なのか

なと。児童館をぽんと建ててくださいというのも大変なことですし、やっぱり文化センタ

ーの中の機能がどうなっていて、どこが少しうまく回転してないかというのを各文化セン

ター単位で、しかも地元の学校も連携をとって、これは理想論なんですけれども、もう少

し機能が円滑に機能するための施策を出すところまでは私たちでできないかなという気も

するんですけど。ずっと読んでいると、そこの部分をいろいろな角度から書いていらっし

ゃるお母さん方が多いですよね。 

 

○杉村委員 

 ちょっと質問ですけど、いいですか。前回の会議のときにも、その前の会の傍聴者の意

見というのが出てましたよね。その中で児童館に触れて書かれているんだけど、小金井市

の児童館なんかはとても整備されている、国分寺、調布も整備されている。府中市は同じ

名前があるけど別物となってるけど、その辺の実態を私なんかはわからないんですけど、

それを読まれて、事務方のほうで何か思い当たっていることとか、実態はどういうふうに

使われているかというのをちょっとご説明いただければと思いますけど。 

 

○文化コミュニティ課長 

 よろしいですか。今、委員さんのほうのご指摘のとおり、確かに府中市の児童館につき

ましては、児童館と地区児童館、それから高齢者福祉館、公民館、それに図書館を併設し

ました福祉施設でございまして、機能的には確かに、国分寺の本町の児童館、単発でやっ

ておりますものと比べると若干落ちる部分がございます。ただ、ここ数年来キッズルーム

とか、お母さんと小さい乳幼児が自由に遊べるようなスペース、また３年ぐらい前からは

児童館指導員というものを必ず配備いたしまして、今現在は月曜から金曜日の午後、学校

が終わった後の放課後の遊びで、先ほどいろいろ出てました、昔の遊びとか、そういうこ
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とを教えていただくような機能もございます。それから遊戯室につきましては、卓球台を

配置したり、それから公園でなかなかボール遊びが難しいという話でございますけど、確

かに野球、かたいボールは遠慮してもらいますけど、ゴムボールとかバドミントンとか、

そういうものにつきましては、すべての文化センターの園庭、園庭がない文化センターも

ございますけど、そういうところでは可能になっておりますので、かなり子どもたちも集

まってくるだろうというふうに思っております。 

 それからさまざまな児童サークルにつきましても、かなりの数をこなしまして、こちら

のほうの書類にもございましたけど、参加申し込み者が多すぎてさばき切れないというよ

うな状況があります。これも文化コミュニティ課のほうとしては、今後検討してまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

 

○平田副会長  

 今、健全育成というところをやっているんですけれども、次の住宅・都市環境をちょっ

とごらんいただくと、住宅・都市環境にも遊び場がないとか、雨の日は遊べないとかとい

うようなことがたくさん出てます。公園の整備等々が出ておりますけれども、あわせて事

務局に説明をしていただいて、この辺も一緒にやったらどうかなと思います。 

 その前にちょっと休憩をとりますか、１時間半たちましたから。今、私の時計で３時、

あの時計で５分でよろしいですか。じゃあ５分、休憩をとります。 

 

（休  憩） 

 

○平田副会長  

 それでは皆さん、そろそろ時間になりますので、第２部をお願いいたします。 

 休憩後ですから、テーマ別の検討１０の住宅・都市環境もあわせて健全育成等々やって

いこうと思いますし、またこの環境全体にかかわることとしては、安全・防犯なんていう

ところもやはり同じようにかかわってくる部分がありますので、休憩後すぐですから、事

務局に一括でちょっとご説明いただいた後に、総合的に議論をしてしまいたいというふう

に思います、いかがでしょうか。 

 

○子育て支援課長 

 では、２８ページの住宅・都市環境について説明します。 

 最初に、意向調査から見られる現状と課題です。 

 （１）住宅の状況。 

 小学生になると一戸建てへの住みかえが増える。 

 就学前児童の家庭では、民間集合住宅で５５．６％、一戸建てが２７．７％であるが、

小学生になると一戸建てが４２．６％に増えており、小学生に上がるころに一戸建てへの

住みかえが多くなっていることがわかる。 

 住宅に関する自由意見。 

 住宅に関する自由意見として、都営住宅の優先入居、民間賃貸住宅の家賃補助等につい
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て要望する意見があった。 

 （２）子どもの遊び場。 

 雨の日の遊び場への要望が多い。 

 就学前児童の保護者に子どもの遊び場について感じることを尋ねたところ「雨の日に遊

べる場所がない」という意見が６６．２％と多く挙げられた。 

 公園等の遊び場の整備が不十分との意見。 

 公園等の遊び場について、遊具が充実していない、不衛生である、周辺の道路や遊具が

危険などの意見も多く見られている。 

 遊び場に遊び仲間がいないという意見。 

 また、「遊び場に行っても子どもと同じ年くらいの遊び仲間がいない」という意見も２３．

２％あった。 

 （３）その他都市環境に関する意見。 

 その他都市環境に関する自由意見で見たところ、子連れで外出しやすいように、都市の

バリアフリーに関する要望があった他、高層マンションの増加が緑をなくしていくことを

憂う意見も見られた。 

 次に行きまして、２．施策・事業の現況と課題です。 

 （１）住宅。 

 ファミリー層への居住支援。 

 ファミリー世帯が適切な居住水準の住宅への居住が可能になるよう、民間賃貸住宅の借

り上げによる市民住宅の運営、特定優良賃貸住宅等の情報提供を行う。 

 また、子育て世帯が孤立せず助け合いながら暮らすことができるよう、分譲マンション

における子育て支援施設設置の奨励や市営住宅の集会所の開放など、活動スペースの設置

に対する支援策を検討する。あわせてファミリー世帯が取得しやすいよう定期借地権住宅

の普及を図る。 

 上のことについて、第２次府中市住宅マスタープランを踏まえ、具体策を検討中でござ

います。 

 ②健康に暮らせる住まいづくり。 

 市民のシックハウス対策に関する情報提供や事業者への指導などにより、心身ともに暮

らせる住まいづくりの普及を図る。 

 上のことについて、第２次府中市住宅マスタープランを踏まえ、具体策を検討中です。 

 （２）都市環境。 

 ①バリアフリー化。 

 駅前広場や公共施設等について、障害の有無や年齢にかかわらず、すべての人が利用し

やすいよう整備を進めることが必要である。 

 また、駅や民間の公共的施設について、事業者に福祉のまちづくりへの協力を要請して

いく。 

 ３２ページに移りまして、公園などの施設整備。 

 調査結果においても、子どもの遊び場である公園の整備について不満・要望が多く示さ

れており、公園の整備・管理の充実が課題となっている。 

 府中市では、市内のどこからでも歩いていける範囲に公園があることを第一の目標に整
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備を進めているが、新たな用地の取得が困難になっている。 

 ３３ページです。文化施設・文化活動。 

 １）発表の場の確保。 

 市民や文化団体が行う自主的な文化活動に対して、練習会場や発表の場の提供、団体・

指導者の紹介、相談体制の充実を行い、活動を支援するとともに、文化団体相互の交流や

連携強化を図る。 

 ２）図書館。 

図書や視聴覚資料をゆったり利用できる空間の確保、電子出版などの新しいメディアの対

応、障害者サービスの展開など、多様な要望にこたえるため、中央図書館の改築を行う。 

 また、きめ細かい読書相談やレファレンスサービスを行い、子どもの心をはぐくむ出会

いの場を提供するなど、図書館サービスの充実を図っていくことが課題である。 

 ３４ページです。３）郷土の森博物館。 

 博物館本館とフィールドミュージアムの事業を充実し、歴史、民俗、自然などの文化が

理解でき、いつでも親しみを持って学び、楽しみ、憩える環境づくりを行う。 

 特に企画と展示の充実に努め、博物館機能を充実する。また、市民が互いに学び合う各

種の体験学習活動を、ボランティアの協力を得て展開していく。 

 「府中っ子 学びのパスポート」を配布し、小中学生は常設展無料となっている。 

 ４）美術館。 

 すぐれた美術品の収集と展示により、その鑑賞の機会の充実に努める。子どもや成人を

対象に実技講座などの開催や、一流の美術家を講師に招き公開制作を行うなど、想像力の

育成に努める。また、作品発表の場として活用し、多摩地域の核となる美術情報センター

を目指し、美術図書資料の整備を進める。 

 「府中っ子 学びのパスポート」を配布し、小中学生は無料となっている。 

 ④体育施設・スポーツ活動。 

 １）スポーツ活動支援。 

 幼児体育教室などを実施し、幼児期からの健康づくりの機会を提供する。また、自主的

なスポーツ活動に対する助成を行うなど、子どもの健やかな成長を支援する。 

 なお、上の具体策については、スポーツ振興計画検討協議会で現在検討中である。 

 ３６ページに移りまして、安全・防犯です。 

 最初に現状と課題ですが、安全・防犯に関する不安感。 

 調査で安全や防犯に関して直接的に尋ねた項目はないが、子どもの遊び場について感じ

ることの中に、「遊び場周辺の道路が危険である」、「遊具などの設備が古くて危険である」

といった回答がそれぞれ２割弱見られた。また、その問いの「その他」欄において、「事件

や事故に巻き込まれないか心配である」といった意見も複数見られていた。 

 自由意見でも、子どもをねらった犯罪の増加、不審者の出没等についての不安感が複数

意見として見られている。 

 （２）地域における安全・防犯対策について。 

 自由意見において、市や学校などによる子どもの安全対策についての具体的な要望が示

されている他、地域住民も含めた地域が一体となっての安全対策の必要性が指摘されてい

る。 
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 次に３７ページへ行きまして、施策・事業の現況と課題です。 

 ①防犯意識の啓発。 

 平成１６年１月府中市市民生活の安全確保に関する条例を施行し、府中市生活安全推進

会議で検討中である。 

 この条例に関しましては、きょう資料でパンフレットを添付させていただいております。 

 ②地域安全体制。 

 防犯協会や地域住民による自主的な地域パトロールや子ども緊急避難の家の設置など、

地域での安全体制づくりを支援し、防犯灯の設置を進め、夜間の安全性を高める。また、

交番の増設やパトロールの強化を東京都に要望する。 

 平成１６年１月条例を施行し、推進会議で検討中でございます。 

 最後のページです。交通安全。 

 交通安全意識の啓発。 

 交通安全協会などと連携して交通安全運動や広報活動などを実施し、交通安全意識の啓

発や交通ルールの遵守、交通マナーの向上に努め、特に交通事故の被害に遭いやすい子ど

もを対象とした交通安全教育を充実する。 

 ②歩行者の安全確保。 

 子どもや子ども連れが安心して歩行できるように、歩行空間のバリアフリー化を初めと

した歩行者優先の道路整備を進める。 

 車いすが通行できる歩道幅員の確保や自転車道の設置、歩車道の分離など、歩行者優先

の道路整備を進め、歩道の段差・勾配の改善、歩道上の放置自転車や違法看板の撤去など、

歩行空間のバリアフリー化を推進する。 

 以上でございます。 

 

○平田副会長  

 ありがとうございました。先ほどから情報の提供とか場とかいうような言葉がしょっち

ゅう出てまいります。住宅・都市環境等を見たところでも、やっぱり雨の日の遊び場とか、

公園等の遊び場というようなお話が必ず出てきますけれども、その後には、市の計画とし

ては、歩いて２５０メートルぐらいの範囲で、どこからでも歩いていけるような範囲に公

園があることを目標に整備を進めているんだけれども、用地の取得が困難になっていると

いうような現況も書かれています。 

 ということは、この会議でここのところずっと話題になっておりますように、現状ある

施設を、いかに規制を撤廃しながら子どもたちに遊びやすくするかなんていうような皆さ

んの知恵も問われているんだというふうに思います。もう一度子どもたちが集いやすい、

遊びやすいような場というようなことでお話を伺えればなと思いますけれども、どなたか

ありますでしょうか。 

 

○田口委員 

 先ほど、ちょっと文化センターの話が出てたんですが、ゆう杉並という杉並区でやって

いる子ども家庭支援センターがあって、そこに中高生が集まる場所として児童館がある。

それが夜の９時か１０時まであいていると思うんですよね。そういうふうに今の文化セン
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ターが、例えば開館時間が延びるとか、そして夜、中高生が集まることがいいことかどう

かというまた別問題があるかとは思うんですが、ただ集まる場所としてそういうところが

利用できるのかどうかというのは１つあるのかなと思うんですが。 

 

○平田副会長  

 青少対と俗に言っている団体で、夏休み夜間パトロールなんていうのをやると、中高校

生とか、小学生のちょっと不良っぽいといいますか、そういう子たちが集まっているのは

コンビニとか駅とかが多いですね。彼らは集まれる場がないんですね、本当に、どこに行

っても追い出されちゃって、しようがないから一番規制の甘いコンビニ等に集まってくる

というような感じがよくあるんですけれども。今のご意見に付随して、また他のご意見を

いただければと思います。小川さん、いかがですか。 

 

○小川委員 

 私は何月でしたか、ウィーンのヘルナルス区の生徒さんのホームビジット事業に、九中

の生徒さんとの交歓、交流、それからその後のホームビジットというのをうちのほうでお

引き受けして、日本の生徒さんが２人と、ウィーンの生徒さんが２人見えたんですけど、

そのときに感じたんですが、うちでの交流の４～５時間だったと思うんですけど、それが

終わったら、後生涯学習センターで皆さんお泊まりで、そこまで送っていきましたんです。

府中市というのは大したものだねという家族との話で、自前で泊まるところもちゃんとあ

ってということを話したことがあります。生涯学習センターというのはとてもよくて、私

のほうの家族も大学生のときに、クラブの合宿のようなことをあそこでさせてもらって、

泊まって、スポーツもやれるしと。府中市の生徒さんの中で、遠くまで林間とかなんとか

ということのかわりに、あそこの活用が今もなされているのかどうか、その辺がちょっと

わからないんでお尋ねできたらと思います。もっともっと活用できるんじゃないかなと、

いい施設があるなということを改めて思ったものですから。 

 

○平田副会長  

 生涯学習センターの件をわかる方、いらっしゃいますか。お願いいたします。 

 

○生涯学習課長補佐 

 今、学習センターの関係のお話でございますけれども、宿泊施設あるいは研修施設を伴

った複合施設でございまして、現状の利用状況を見ますと、宿泊施設についての利用状況

というのは若干他施設の利用から比較しますと、下回るかなという思いをしております。

したがいまして今お話したとおり、私どものほうの宣伝ではないんですけれども、できれ

ばそういった自主グループの方、あるいはスポーツ関係の団体の方、そちらの方たちが、

体育館等もございますので、利用していただければありがたいなと思っております。当課

といたしましては、今後も宿泊施設等の利用も含めて、利用余地を高めるために検討して

まいりたいとは思っております。 

 

○平田副会長  
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 小川さん、よろしいですか。 

 

○小川委員 

 ありがとうございました。 

 

○北村委員 

欠席が続き、とんちんかんな質問になるかと思いますが発言します。先ほど青少対のお

話がありました。９時から１０時の間、青少年、高校生とか中学生が集まる場所が欲しい

というお話です。しかし、私は１人の父親として、子どもは９時から１０時は家で勉強し

てほしいと思います。本当に９時、１０時にふらふらしている子どもたちのためにたまり

場をつくるということが切実な市民の願いなのか疑問です。個人としては理解できないん

です。学校の一日のサイクルを見ると、中学生は部活をやっています。中学の部活の実態

はよくわかりませんけれども、暗くなるまでとか、６時までとかやっていると思います。 

その後家庭へ帰って、夕飯食べる、風呂に入るとか家族と話すなど家での生活があります。

９時、１０時は家庭で過ごすべき時間です。「居場所をつくる」心配をしてやる必要は私は

ないと思います。 

 それから、ついでで申しわけありませんが、どんな遊び場がよいかというご意見があり

ましたので私の考えを述べます。結局ネックは「管理」だろうと思います。先程、管理や

規制が厳しい、画一的であるとの批判がありました。「便所をつくれ」、「トイレをつくれ」、

「水道をつくってくれ」というのは、なかったら不衛生だという市民の声で行政がつくら

ざるを得ないんだろうと思います。これを民間がやったらつくらないで済むのかどうかと

今、疑問に思っているところです。 

 遊び場についての私の経験です。学校に必要がありまして残土をトラックで数台いただ

きました。また勤労福祉会館の解体、整地にともなう樹木の伐採の丸太をいただきました。

学校で池作りに使った余りのでかい石が数個ありました。それを一画に集めて置きました。

最初は「入っちゃいけないぞ。」というふうにカラーコーンでしっかり仕切っておりました。

もちろん危険のないように、移動できないように石について配慮しました。ところがしば

らくしてから、その場所はベニヤ板で屋根はつくられるし、いろいろな遊び場となってし

まいました。子どもたちは「自然アスレチック広場」と名前をつけていて、とても人気の

スポットとなりました。毎日いろいろ変わるとても楽しそうな場となりました。 

 学校の近くにも小さな公園とかいろいろあります。小さい子どもから大きい子どもの親

御さんからの意見として、あれをつくってくれとか、これがあったらという要望がありま

す。どの年齢の子どもを対象としての要望、願いなのかはっきりさせなければなりません。

子どもといっても意志があるからです。また、雨だったら家に居ればいいし、雨が降って

いても本当に外で遊ぶかどうか疑問です。屋根つきのものをつくった途端、（あったほうが

ないよりはいいんだろうけれども）そこまでのニーズに応える必要があるかどうか、限ら

れた予算の適切な使い方であるかどうか考えてしまいます。最終的には、今あるものを、

有効に使うことが先決だと思います。例えば公園です。せっかく水が噴き出しているのに

「入ってはいけない」という看板があります。あれは多分、看板を立てておいたら、事故

があったときに保護者の責任ですよというアリバイだと思います。しかし、つけておかな
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いで事故があったら管理者が責任を問われます。事故防止は当然設置者の責任だから、看

板をつけなさいというのが一方の声です。現状は、いろいろな人たちが自分の立場から言

っておりますので、立場を理解しあいながら、一つ一つ改善していくことが大切だと思い

ます。 

立場の違いを理解しながら改善を進めるためには、先ほどどなたかがおっしゃいました

けど、組織としてというか、グループとか、そのことに関心がある方々が、「私たちはこう

いうふうにここの公園を使っていきましょう。」と、責任を持って話し合い、その結果を提

案する組織がないもしくは自覚されないことが問題だと思います。地域なり、町内会など

でしか支えられないんじゃないかなと思います。 

池があると、小さい子どもはどうしても池に入って遊びたいです。そうすると、その責

任は親がちゃんと見ること。ただし深みがあるとか、明らかに構造上の危険が予想される

ものについては行政が改修すべきでしょうけれど。つくってくれと言ってつくって使われ

なくなるのは、そのときにつくってほしいと願っていた人たちが、できたころには子ども

が大きくなっちゃって見向きもしなくなるということも往々にしてあると思います。近く

の小さな公園であれば、きれいなちゃんと細菌検査した由緒正しい黒土でも運搬して置い

ておくだけ。小さな子どもたちに非常に人気があると思います。小学校３年ぐらいまでは

そういうものが大好きのようですので。そんなふうに地域の実情というのも、公園の大き

さ、ニーズを考えることが大切です。つまり、だれのニーズに応えるかということです。

さまざまな願いの全てを満たすことは非常に難しいと思います。 

 学校の遊び場について先ほどもお話がありました。昨今、重大な事件が発生しておりま

すが、学校へは親子や子ども同士が遊びに来ています。でも、遊びに来た方を追い出すこ

とはしておりません。残念なのは子どもが遊びに来ないことです。そうすると、来ないの

を学校の設置者の姿勢や行動に問題があるんじゃないかなとおっしゃる方もおられるかも

知れません。その辺のご指摘があれば率直に耳を傾けます。結構スポーツ団体が練習して

いてもまだ遊び場はあります。その点使用団体もよく理解し配慮しつつ練習しています。

それからあと、うちは矢崎小学校ですので、隣に総合体育館があります。サッカー、野球

に所属していない子どもたちは個別に卓球、バトミントンを楽しむために総合的な学習の

時間体育館を利用しています。難しい話かなと思って聞いておりました。 

 

○平田副会長  

 ありがとうございます。結局子どもたちって、大人があまり管理して遊んでるんじゃ子

どもの遊びとしては意味がない、意味がないということはないんですけれども、できるだ

け管理しないで子どもたちが自主管理で、万が一危なくならないように大人が最低限見て

あげるというなら、指示も何もしないでけがをしそうだったらちょっとサポートしてあげ

るぐらいの、本当にそばにいるだけぐらいの感じで見ていられればいいんでしょうけれど

も、文化センターとかなんとかというと大人が管理するという感じになっちゃいますから、

私が子どもだったら行きたくないですね。できれば私は、子どものころは大人のいるとこ

ろにはできるだけ行きたくなかったですから、それが普通ですよね、子どもは。 

 ということで、北村先生のご意見も出てきましたし、今あるものをできるだけ利用しな

がら知恵を出して、民間のボランティアをなんていうと、ＮＰＯの話にもうそろそろ入り
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そうですので、このテーマをやめるというわけではないんですけれども、後々の情報の拠

点とか、場の提供とかそういう部分、きょうのキーワードだと思いますけど、その辺の話

にもなってくると思いますので、やっといよいよ真打ちが登場いたしますので、北場先生

にかわりまして、ＮＰＯ団体も含めてもお話でできればと思います。よろしくお願いいた

します。 

 

○北場会長 

 あと１時間ぐらいになりますので、私のほうから１０分かそれぐらい先にお話をさせて

いただいて、あとＮＰＯの話をしていただきたいと思います。 

 きょうは、おくればせながら１枚の資料を用意させていただきましたので、これで今ま

でのテーマ、それとそのテーマの問題点というか、重点がどこにあるかというのを少し私

なりに整理をしまして、それでその足りない部分を組織化する１つの手段として、ＮＰＯ

ということをちょっと前座でお話をさせていただいて、お２人の方には、府中市は特定非

営利促進法人は４０あるんです、今は１万６，０００ぐらい全国にあると思うので、４０

０分の１が府中市にある、決して少なくないんです、意外に多いなという感じを持ちまし

た。 

 それでまずこの紙ですけれども、最初のころにお出しをした子育て法人の関係者一覧と、

府中市がどんなことをやっているか、少し代表的なものを整理したものです。まず子ども

自身がいます、親といっても、母親、父親、あるいは両親もしくは家族がいます。父親、

母親が働いていたり、専業主婦であったり、パートをしていたり、就職活動中であったり、

いろいろな家族の状況があります。それと行政がいろいろな施策をやってくださっていま

す。それから働いている方にとっては、企業が育児支援をやれと言われて少しやらざるを

得なくなってきている、あるいは先ほどのように学校がいろいろな教育活動の一環として

いろいろな活動をやっていらっしゃいます。 

 こういう組織、いろいろな関係者がいるんですけれども、意外に今までの行政は、対象

者を個人あるいは１つの家庭としてとらえていて、その家庭にどういう支援をするかとい

うことを考えていたんだけど、現実問題、家庭と行政の間には地域というのがあるんです

よね。昔はこれがむしろあって、行政なんか小さかった、いろいろなことを地域がやって

いた、それをどんどんどんどん行政がやるから、地域がある意味で細る。逆に言えばそれ

だけではないんですけれども、地域がかなり細っている。もう一度地域でやることがある

のではないかというのが、もう一度フィードバックしているという部分があると思います。 

 それで、今までの１１のテーマをナンバリングしました。行政のところの１には地域・

子育て支援、これが一番最初です。それから２番が、家族、家庭のところの育児不安・虐

待。３番目がひとり親家庭。これが最初の日に、１回目のテーマ別分科会でやった３つの

テーマです。それから４番目が、行政のところの保育・幼児教育。それから５番が、男女

共同参画・働き方ですね。６番が母子保健・医療。７まではやったんです、障害児までは

前回のテーマ別分科会でやった。きょうが８番の教育、９番が健全育成、住宅・都市環境、

安全・防犯と。 

 こういうことをやったんですが、いろいろな実態調査等を踏まえて、府中市でたくさん

問題はありますけれども、特にということを考えると、私は、１つは、小学校就学前ある
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いはゼロ歳から２歳児ぐらいの子どもを抱えている母親たちが非常に孤独な中で子育てを

していると。それに対して府中市は地域子育て支援ということで、子育てひろばとか「ポ

ップコーン」とか、ファミリーサポート事業とか、産後家庭ホームヘルプ事業というのを

やっているけれども、特に母親たちが集える場、親子が集える場というのが非常に少ない

のではないか、ここが地域として抱えている１つ大きな課題ではないかと。つまり、そう

いう孤独な環境の中で、あるいは父親が仕事で精いっぱいで、父親はもうやってくれない、

母親と子ども１人という孤独な環境の中で、しかも外になかなか出歩けない中での孤独な

子育てをしている親子の交流の場をもっともっとつくってあげるべきではないかというの

が１つです。 

 それと、子育て「ポップコーン」はまだ今６カ所しかありませんし、文化センターの話

もありましたけれども、子育てに関する情報がどこに行ったら教えてもらえるのか非常に

わからないと。これだけいろいろな情報を出しているにもかかわらず、なかなかそれが伝

わらない。しかも小さな子どもを抱えているとなかなか出歩けませんから、口コミとか何

かという、あるいは新聞情報すらろくにごらんにならない方もいらっしゃるというような

ことの中での、情報伝達をどうするのかと。非常に多様な情報をできれば１カ所に集めて、

文化センター、中学校区に１カ所ぐらいの情報センター、そこに行けばいろいろな情報、

とにかくどうすればその情報にアクセスできるかということがわかるというようなポイン

トをつくってはどうだろうかということですね。これが２つ目。つまり、母親たちのたま

り場をつくるということと、いろいろな子育て情報を一括して情報提供できるような場を

地域で整備をするというのが２つ目。 

 それから３つ目が、今健全育成で議論になりました、やっぱりある程度小学校以上の子

どもたちが自由に遊べるような場、あるいは居場所をつくるという、これも、資源がある

にもかかわらず、なかなかその知恵がでてきていないのではないだろうか、これが３つ目

ですね。 

 それから４つ目が、もちろんきょうのメンバーにいらっしゃる社会福祉協議会の山村さ

んであるとか、あるいは民生委員・児童委員の方であるとか、いろいろなボランティアの

方がたくさん府中市で活躍していらっしゃるんですけれども、私が見ている限り、ボラン

ティアの方は非常にいろいろやっていらっしゃるけど、結局個人単位でやっていらっしゃ

るし、ご自分の生活もありますから、職業としてやっていらっしゃるわけではない。やっ

ぱり自分のほうがある程度犠牲になりますし、やっぱりお１人ひとりができる部分という

のはどうしても限られる。例えばある活動について月に１回とか、せいぜい週に１回ぐら

いしかお出来にならない、それでも十分だと思うんです。でも逆に言えば、利用するほう

から見れば毎日来てほしい、ニーズに対してボランティアではなかなか対応できないんで

すよね。それで、ボランティア的な気持ちを持ちながら、それを事業としてやる団体とし

て、ＮＰＯということに私は非常に注目をするし、これからお話を少し聞きたいんですけ

れども。 

 ＮＰＯとボランティアの違いは、社会貢献という気持ちでは相当共通の部分があるけれ

ども、ボランティアは基本的に個人だから、週５回来てくださいといっても、とてもじゃ

ないけどそんなのは対応できない。でも、ＮＰＯならそれができる、事業体としてそれが

できるという。もちろんメンバーはかわるかもしれませんけれども、とにかくＮＰＯとし
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て毎日その家庭に人を派遣するということはできる。多分そこが、１つの事業体として見

るか、個人活動として見るかということで、ＮＰＯとの差がすごくあると思うんです。で

も現実にＮＰＯは、地域で働くという、株式会社とかなり違うところは、ボランティア的

な部分がすごくあるわけです。地域に若干安くても貢献したいという情熱に支えられてい

る部分があるので、逆に言えば、賃金以上のことをしてくださる。それを安い賃金として

見て、行政があまりこき使ってはつぶしてしまうので、なぜそういうことをするかといえ

ば、自分の地域、自分の知っている地域をよくしたいという情熱をささげてくれるんだと

いうことで、それを枯渇させないようなＮＰＯの活用の仕方をしないとつぶれてしまうん

ですよね。こんなのばかばかしいという話になってしまう、ただ働きさせられてというこ

とになるので。府中市のＮＰＯがどこまでできるのかというのをちょっと検証しなければ

いけない。ＮＰＯができるところをお願いしつつ、足らざるところはボランティアや行政

がいろいろな活動をうまく組み合わせて、既存の資源をどこまで有効に活用できるんだろ

うかということを、知恵を出していかなければいけないんだろうなと思います。 

 とりあえず私は４つの課題と、１つの地域資源としてＮＰＯの活用というのがあるので

はないかということを、来週以降の中間報告に向けての課題として、中間まとめというか、

私なりのまとめを申し上げさせていただいて、これからお２人にＮＰＯの活動、あるいは

ご自分のＮＰＯ以外の活動について、時間的に、１５分から２０分ぐらいお話をいただい

て、若干皆さんからのご質問等をいただいて終わりたいと思いますが、よろしゅうござい

ますか。 

 それでは、どちらからでも。 

 

○杉村委員 

 私はこのチラシにある、いろいろな会報とかをお持ちしようと思ったけど、簡潔にどん

なことをということなので。今までお話を伺っていた中で、「みもざ」は保育の部分ではか

かわるけど、いろいろなことでは、他のＮＰＯの方がよほどお役に立つんだろうなと思う

のがいっぱいありますから、とりあえず「みもざ」の説明だけはいたします。 

 「みもざ」は、ページを開いていただいたところで、もともと住みなれた地域で健康と

時間のゆとりのある人たちが一方にいて、一方に子育てにしても、障害の方にしても、高

齢の方、ご病人の方、人の手がちょっとあれば自分らしく生き生きと生きられると思って

いる方が片方にいて、その双方が力になりながら、元気な人たちもまた自分の、例えば年

齢が高くなった５０代、６０代の方なんかは、自分の老後の充足した１つの生き方として

とらえながら、力を提供しながら、ご病気の方とか、子育て中のお母さんたちに元気であ

ってほしいと、そんな願いの、それをどこかでコーディネーターができればきっと助かる

人もいて、生き生きと生きられる人もいるんじゃないかということでスタートしたんです

ね。 

 １９９７年ですから、この９月でちょうど丸７年を迎えましたけれども、任意団体とし

て生まれてやっていく中で、保育に限らず、介護保険とか、障害の方の支援費制度とか、

国が追っていろいろな制度ができて、追いかけて、その時代の動きの中で私たちは毎日を

活動してましたので、当然それと無関係には動けず、いろいろなことを取り入れながら、

勉強しながら、知識を蓄えながら現状やっているということで、実際にやっている手助け
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は右のほうになります。こんな手助けをしていますということで。 

 まず最初は、主婦の経験を生かしてできることで、自分たちが生活している中で子育て

をしながら、おしゅうとめさんやおしゅうとさんのお世話をしながら、いろいろ感じてた

中で、今までの議論の中にもいっぱい出てきましたけど、行政じゃちょっと足りない、企

業にお願いしたら人間として大事に扱ってもらえてない部分があるとか、いろいろな思い

を持ってた私たちが、自分たちの主婦の経験を生かして、そこを大事にしてやっていける

サポートができるんじゃないかということで、本当に気楽に始めた会でした。ところが、

今言ったような時代の流れの中で、世の中の移りもどんどんスピードが速くて、その中で、

最初うまくいかなければ３カ月かそこらでつぶれちゃうかもしれないし、やめようか、や

めてもいいぐらいの本当に気楽に始めて、今考えてみれば恐れを知らず、市場調査もせず、

何もせずに立ち上げた会でしたけど、やっていけば社会的な責任も出てきましたので、自

分たちも研修しながら、勉強しながら、いろいろな方の知恵をかりながら大事に育ててい

くという、その過程です、それで７年がたっております。 

 その中で、実際にやってみたら介護保険制度のこととか、障害の支援費制度のこととか、

子育ての今の若いお母さんが１人で孤独に子育てをしているという、今までの６回の委員

会で出てきたようなお話がいっぱい出て、現実にありました。それを１つひとつ丁寧に対

応するんですが、行政はさっきからも出ているように、税金でやっているから一律、平等

とかいろいろな規制があります。それから企業だと、どうしても利潤を生み出さなきゃな

らないから、はっきり現場でもよく体験しますけど、明らかに手が必要だけど、そこの部

分はお断りになっているなという現場も、株式会社何とかなんかだとありますけど、そう

いうところを私たちは、もちろん運営をしてますから、経費なんかが必要ですけれども、

できるだけボランティア制をきちんと位置づけてやっているので、私たちが手当やなんか

を少なくしながら、そこのところは工夫しながら運営していると。 

 いつもいろいろな会で、ここの会でも何度か申し上げたんですけど、ＮＰＯを、さっき

のどこかにも活用という言葉がよくありますけど、このごろ国全体の動きとして、行政、

自治体とかがボランティアや民間やＮＰＯや普通の企業なんかと共同して政治をしていこ

うという動きになってきている。その中で、やはり私たちは、当然それと無関係に動けな

いのでともに担っていくんですけど、今府中市はＮＰＯは４０になりましたけど、福祉関

係は１５団体ありまして、特に子育てにかかわったりなんかしているところは５団体ない

と思います。実際に機能しているのは、うちと「ぽぽ」かなという感じで、他のところは

まだスタートして、機能はまだ完全にはしていないんじゃないかと思うんです。それで恐

らくきょうは、２つのところがお話に出たんですが、保育ということだけじゃなくて、今

遊ぶ場のこととかいろいろなことでいえば、もっと幾つも団体があります。 

 そういうのと一緒にやっていくといいなと思っていますが、私たちは、とりあえず７年

間悩みながらいろいろやってきて、大変なのは、場所がなく、人材がなく、財政が困難だ

というのがどこのＮＰＯにも共通していることだと思いますけど、それでも自主自立で、

自分たちもなるべく助成を受けず、自分たちの力で利益も生み出しながらという、この事

業自体では絶対利益は出ないんですけれども、バザーをやったりとかいろいろな形でしな

がら考えてやっております。 

 そういう団体なので、これを読んでいただいてしまったらそれ以上のご説明はないけど、
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どんなささいなことにもご相談に乗って、手を抜かずに柔軟にしなやかにやる。それがき

っと恐らく逆に言えば、ＮＰＯの特性だと思います。それぞれの団体は理念も違うしあれ

ですから、その団体によっては、私たちはとにかく事務所も、利用する人も、手助けをす

る人間も、人間として対等な立場で互いに生き生きと生き続ける工夫を生み出していきま

しょうという団体で、実際は経験を生かして。それから、世の中は何でも資格、年齢とい

うある時期がありましたけど、やっぱり人間年を重ねて、６０歳になったら定年とか、今

度は６５ですけど、仕事ができない、就職がしにくいとか、障害があったら就職ができな

いとかいろいろなのがありますけど、どんな立場でも、かかわり方を工夫すれば人として

力を発揮できるんじゃないかということをすごく大事にした会です。一応、そのぐらいで。 

 

○北場会長 

 すみません、１つちょっと質問させていただけますか。利用の仕組みのところで、開い

た真ん中、利用会員、手助け会員というのがありますね。例えば介護保険とか支援費支給

制度で、利用会員が増えたときに、実際にサービスする会員をふやさなければいけません

よね、サービスを提供する立場の会員の方を。そのあたりの会員の増というのは、簡単に

図れたんですか。 

 

○杉村委員 

 その辺が難しいんですけど、もともと任意団体でスタートした団体なので、利用会員、

手助け会員、事務所という位置づけでやっておりましたけど、途中で、３年前にＮＰＯ法

人になったときに、ＮＰＯ法にのっとった組織とかという考え方も出てきたり、あるいは

その途中で介護保険が出てきて、支援費制度ができて、うちは介護保険の事業者としては

参入してないんです。都のほうの支援費制度という障害者を扱う制度には、事業所として

指定されて動いてるんです。ですから、任意の団体、それから子育て支援課のほうの、多

胎児の家庭ヘルパー事業という名の受託をしてますが、そういう、制度として共同でやっ

ていっている部分と、事業所としてやっている部分と、任意の部分とがあるので大変難し

くて、そこが私たちの逆の悩みで、任意でやっているときは、何でも自由な発想でできた

んですね。結構ご利用者との話し合いで、ご利用者本位に何でもやれるという利点があっ

たんですが、制度になってきますとある程度ルールがありますので、ルールにのっとって、

特に支援費制度の場合は、広く多くの人を受け入れて、地域の人間を、会員制度では関係

ないところでも受け入れていかなきゃいけない。会員制だと、会員の理念をいつも共有で

きてるんですね、きちんと教育や何かで。だけど全く制度だけをご利用になる方は会員で

はないので、制度に対しての権利だけでお使いになるから大変難しさが出てきたんです。 

 介護保険もそうですが、介護保険は参入してませんが、支援費制度も資格を必要とされ

る。資格がなくても、私たちは資格以上の仕事ができると自負しながらやってきたもので

すから、その辺で悩むときがあるんです。資格がなくてもこの人は当然あの方をケアでき

るというのがあっても、資格がないとできない。それから多胎児のほうは、別に資格は問

われないんですが、一定のルールがあってそれにのっとってやらなくてはいけないので、

うちは３６５日、２４時間、緊急対応をやっているんですが、それに該当しなくなる部分

が出てくるんです、制度を使うと、そういうときにお断りしなきゃならない部分とか。そ
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れから、会員になり、制度もお使いになる方には、ここの制度で補てんできない部分は、

会員のほうのところでちゃんとお世話をするという工夫をしてますけど、その辺が、任意

団体からこういう事業に参入したところは、恐らく今「ぽぽ」からも出るかと思いますけ

ど、悩みつつ、工夫しながらやってる。 

 私たちも、介護保険にも参入することによって、私たちのようなよいサポートを世の中

に発信していきながらご利用者に満足していただきながらということも考えたけど、まだ

制度が安定しない段階でお受けすると、会そのものがまだ７年目でしたから、介護保険の

ときは多分３年目だったと思いますけど、会そのものがつぶれてしまうという危険性もあ

って参入しなかったんです。その辺は「ぽぽ」のほうがうまく改善しながら実行されてい

るので、引き継いでそちらにお渡しします。 

 

○浅田委員 

 「みもざ」さんのパンフレット、外向きには、きょうは市役所の方には事前にお渡しし

ないで、もし必要だったらということでお配りさせていただいてよろしいですよね。これ

は外向けで、説明するにはもう少し具体的なものが必要かと思いまして、先日、市のほう

にも提出したものを使わせていただいたり、あと私たちの会員憲章というところで、２枚

でホッチキスをとめていただいております、２枚目のほうで。私たちは理念を持ってやっ

ていく、会員憲章、ホッチキスの２枚目を見ていただければと思いますが。 

 「みもざ」さんよりも１年前に立ち上げまして、そのころ社会的にも、市民が活動でき

るような仕組みというのが世の中になくて、市民活動促進法という、今で言う、ＮＰＯ法

人の仕組みができるといったところからスタートしなければいけないというところがあり

まして、それこそ８年前にはそういう国の動きもありませんで、阪神大震災以降、住民組

織を固定して活動できるような、自分たちのために自分たちが考えて、地域の安全を図っ

ていくという世の中になってきたわけです。 

 私たちは生活クラブ生協という組合組織、そこが母体でありまして、会員同士、組合員

同士は助け合いということでやっておりましたが、外に向けてこの助け合いを広げたいと

いうところで、食のみならず地域の人と助け合いの輪を広げていく視点を実現させていた

だいたのが８年前と。 

 それから、「みもざ」さんと同じように任意団体でしたので、１人の個人名で電話を借り

たり、事務所を借りたりということなんですけれども、利用者の命をお預かりするような

こともあるということで、やっぱり１人では支えられないというところで、市民活動推進

法ということを、府中市のほうにも請願しましたり、国に向けても一丸となってやってき

た経緯があります。 

 そのところで、２０００年に私たちは、市民活動促進法ができて、手続をとって、東京

都に申請をしてというような中で来ております。ですから、「みもざ」さんも「ぽぽ」も、

最初にそういった基盤があって、そこに乗っかってやってきたということではなくて、本

当に気持ちある数名からスタートさせて、これまでに至っているかと思います。法人をと

ることで本当に活動が豊かに広がることができました。 

 きょうの資料は見ていただければわかると思います。その当時も、家事、子育て、介護

もそういう意味では、女性の家事労働、一家の主婦が家庭内で全部支えていたと。割とそ
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れがシャドーワーク的になってまして、まだまだ介護も措置の時代でしたし、すべてそう

いうことでは、今のような、利用者が選んでサービスをもらうという時代でもありません

で、介護保険に関しての運動も少しかかわりながら、介護保険にＮＰＯが参入できるとい

うことも一緒にやっていきました。そこで一歩介護は、家庭の中だけで一家の主婦が抱え

るのではなく社会で介護していこうというような運動にまで広げていきまして、ＮＰＯも

同時に参入、介護保険の訪問事業所として、私たちは２００２年４月から、自分たちの運

動の流れの中で、訪問介護事業に参入してきたと。それはやっぱり内部で話し合いながら、

自分たちの動きに合わせながら、私どもの独自のサービスでやっていたことは社会が認め

てくれました。 

 それに対してそちらのほうから、そちらに事業として参入すれば、国民の皆さんから預

かった介護保険料の中からいただけるわけで、また、私たちは最初、赤ちゃんから高齢者、

年齢を問わずやっておりましたので、今現在に至っては、介護保険やら支援費の居宅介護

支援で得た利益を赤ちゃんから６４歳以下の、全く一般の公的サービスに値しない方へも

提供しまして、全体をひっくるめていろいろな家庭、子育て家庭であろうとも、障害者家

庭であろうとも、高齢者家庭であろうとも、そこは分断しないでひっくるめてやっていき

たいということで、赤字部門が４５０万去年も発生しましたが、介護保険やら支援費事業、

その他の行政委託等で回していきながらやらせていただいております。最初からこういっ

た公的なサービスをやっていく団体でもありませんでしたし、身近なニーズをとらえてサ

ービスを提供していったと。 

 今に至っては実際問題、２枚で裏面に印刷させていただいておりますが、ピンクのチラ

シの中に私たちの本来の、８年前から変わらないサービスの中身、そちらを非営利な部門

でやっておりまして、そちらを自立援助サービスと言わせていただいております。もとも

とその方の自立を促進する、できない方も、ベッド上でも生きがいなものはどなたもお持

ちで、それを私たちが手になり足となってサービスを提供するというようなことで、子育

て支援から障害児支援から障害者支援、高齢者支援、これは公的なサービスでは担えない

部分を列挙させていただいております。ニーズがあればそれに対してこたえてきた団体で

すので、今現在これに至っていると、これが実績です。 

 会員になりたくない、でもきょうのこれだけはやってほしいというニーズもたくさんあ

りまして、在宅が基本ではあるんですが、去年度ではありますが、府中市内の特別養護老

人ホームの施設にいらっしゃる妻のご主人が亡くなったということで葬儀場への、家族の

介護とともに一緒にヘルパーが入りまして、付き添ったというような、本当に単発ですけ

ど、依頼もあったり。私たちのＮＰＯの活動というのはニーズがあってこその活動なわけ

ですから、それにいかにこたえていくかというところを内部で検討しまして。やっていな

いということは営利の内容ですね、家庭の中で自営をしています自営のお手伝いといった

ようなことはさせていただいていませんし、共働き家庭の家事支援というのも、なかなか

ニーズがありすぎて、今私たちの５０人の団体では支援的に難しいので、保育をしながら

サポートさせていただいているという現状ですとか、そういったことが基本的にはないと

いうことがありますが、契約書の中にはめられなければ契約書をつくって、どうにか保険

を掛けてやるという形で、今後もより多くのニーズを拾って対応できたらと思っておりま

す。ざっとそういうところで。 
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○北場会長 

 １つ、私のほうから質問させていただいて、あとあまり時間がないので、皆さんからの

質問に時間を振り分けたいと思うのですが。 

 例えば、地域の子育て支援ということで「ポップコーン」が今６カ所ありますけれども、

これを全部学校区に広げる、でもボランティアがなかなかいなくて、今は週１回しかでき

ない。この部分を、すべてじゃなくても、例えば１カ所でも２カ所でもＮＰＯにお願いを

するとして、週７日人を２人、３人常時張りつけるとして、人材の確保というのは簡単に

できるんでしょうか。 

 

○杉村委員 

 「ポップコーン」や何かは完全にボランティアでやってるんですね。私どもが今度お手

伝いすると、「みもざ」は有償ボランティアになってますよね、その辺がどういうふうに処

理になるかとか。 

 

○北場会長 

 つまり今は、お１人お１人のボランティアをお願いをして、市のほうで委託をしていら

っしゃる。でもそれだとなかなか数が伸びない。それでＮＰＯをかませて、ＮＰＯが何か

労働、市側じゃないけれども、ＮＰＯとして責任を持って人を送りますという委託契約を

するというわけですよね。その場合に、ＮＰＯであるお二方のところが、そういう人材を

うまく集められるのかと、今の組織の中で。 

 

○浅田委員 

 今ボランティアさんがされていることを再度確認したいんですけど、安全確保ですか、

あとどういうふうな内容かというところがあると思うんですが、保育者の先頭を切る、そ

ういった立場でやるのかとか、内容はさまざまだと思いますが、どのような要件になるの

か。 

 

○北場会長 

 つまり今、１人ひとりのボランティアというと、つまり私は何曜日でこれでなきゃだめ

という、なかなかマッチングが難しいわけですね。そこのあたりの人の時間的な配置とか

何かというのを、行政が今のやり方ではなかなかできない。それを、結果的にどこかが調

整をして、そういう時間帯の人を集めてきて、組織として責任を持って人を派遣しましょ

うと、多分そういう役割だろうと思うんですよね。だから実際は、今まで個人的なボラン

ティアで市と契約なさった方が、今度はＮＰＯと契約をなさる、そういうケースもたくさ

んあると思うし、今まで行政は手を挙げられなかったけれども、ＮＰＯのいろいろな口コ

ミとか人間関係の中で人材を発掘して、うまく時間調整をしてという、そういう役割をＮ

ＰＯにとりあえずは期待をしています。人を確保するという意味では。 

 

○浅田委員 
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 私たちは今、在宅のサービスをやっているという一面性があって、私たちは集団託児を

やっているんですが、いろいろな場面でつながっていくときがあります。ですから「ポッ

プコーン」で、「ぽぽ」が人材派遣をしているということでしたら、在宅でのサービスを必

要とされている方もひょっとしたらそこに来て、「ポップコーン」の集団的な動きと、家で

のお母さんとのコミュニケーションの両方私たちはある程度見られますので、そういうふ

うにしていいかどうかいろいろな個人情報もあるんですけれども、そういった広がりはさ

らに持てるかなと。 

 出産した方へのサービスが提供されますと、今度は地域へ向かって出ましょうよという

動きになっていく際に、「ポップコーン」がありますよとかいうことも現に紹介させていた

だいているので、そういったところでも私たちがかかわっていると利用者の方は安心され

る部分があるかなとは思います。 

 

○北場会長 

 ちょっと山村さんにもお伺いしたいんですが、結局ボランティア養成をやっても１人ひ

とりに返してしまうから、ニーズと供給とのマッチングは情報で、個人の責任に返してし

まう、それをちょっと肩を押すような役割をＮＰＯは働くというか、そういう部分も若干

はあるのかなと。 

 

○山村委員 

 コーディネートの部分というのはちょっとまた違うと思うんです。今先生がおっしゃっ

たように、確かに個人の部分の弱さは当然あります。うちのほうもそうなんですけれども、

何月何日、それはいいんですけれども、そのときもしだめになってしまったというときの

代替については、個人のボランティア活動というのは非常に不安定要因ということがあり

ます。 

 今、コーディネートの部分でいきますと、うちの場合なんかですと、例えば送迎なら送

迎という方も何名かいらっしゃいますので、基本的には複数体制であったりとか、ボラン

ティアグループですとか。ですから、基本はあくまでも個人なんですけれども、要は、同

じ目的、やりたいことを主にした方々が集まって、基本的にはボランティアグループをつ

くると。コーディネートの部分につきましては、そのニーズによって、それでその人たち

とつなげていくと、そういう形になろうかと思うんですが。 

 例えば「ポップコーン」の運営ですとか、そういう部分からいきますと、人材集めとい

うことになりますと、やっぱりそれはＮＰＯさんを含めて、我々もそうなんですけれども、

市民から集めなきゃいけないという部分はあると思いますので、その辺は一緒なのかなと

は思いますけどね。ただ、個人の方の今のような形での限界というのは当然あると思いま

すので、そこをきちんとした団体がある部分ではつないでいくということがあれば、その

辺の不安定要素というのはかなり改善されると。ただ、人材集めというのは全く一緒です

ので、例えばボランティアは個人ですけれども、それが集まってボランティアグループに

なって、またＮＰＯ法人という形になりますので、その辺は今連携をしています。うちの

ほうでもＮＰＯさんにどうぞというような形で紹介をさせていただいたりですとか、個人

のボランティアにも情報提供をしていますので、その辺はあると思います。 
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○北場会長 

 多分営利と違うところは、同じ非営利で、社協であるとか、あるいは民生委員の方とか、

地域のボランティアの人たちと接点のところではかなり似ているわけですよね。ただ、だ

れが責任を持つかというところのキャップがはっきりしている。それはＮＰＯが責任を持

ちますよ、でも多分ＮＰＯだけでそんなにたくさん人を集めることはできないから、地域

のいろいろな人たちのつながりの中で援助を得ながら人集めをしていくということをやら

ないと、１つぐらいはできるかもしれないけど、たくさんというのはすごく難しく簡単に

はできない。でも、だれが責任を持つかというところをはっきりして、とにかくやろうよ

というところはあるのかなと。 

 それと、皆さんにと言いながら私ばかり。皆さんの会員の方で、府中市以外にお住まい

の方というのは結構いらっしゃるんですか。 

 

○浅田委員 

 うちは府中市内に限らせていただいています。 

 

○北場会長 

 その会員の方も、いわゆる提供する。 

 

○浅田委員 

 両方。 

 

○杉村委員 

 うちは、基本的には、府中市内を歩いて行ける範囲での活動みたいにして始めたので、

府中市が対象なんですが、実際に一番最初にスタートしたときに、朝日新聞のタウン紙か

何かに載ったんですね。そうしたら、他市から問い合わせがいっぱいあって、ぜひという

ことで、お話を聞くとお断りするのも、７年前だと、私たちの活動が他の市や何かにもま

だまだ少なかったんだと思うので、聞いてしまった以上はお受けしていかなきゃというこ

とでお受けしているうちに、近郊を含めてという形になったんです。一番最初の立ち上げ

のときは、ご近所の助け合いという感じでスタートしたんです。でも実際今は、２割ぐら

いは、もちろん利用者と手助けという会員だけじゃなくて賛助会員というのがいますので、

そういう考え方を応援してくれる賛助会員というのは結構市外の人で、友人関係の人とか

が多くて、会費だけで支えていただくとかいうことを含めて、市外の人間がかなりいます。 

 

○北場会長 

 ありがとうございました。私は話をやめますけれども、ＮＰＯというのは、言葉は聞く

けどなかなか実態がわからないので、皆さんのご質問とか、本当にＮＰＯが子育て支援に

役に立つのかというあたりを含めて、ご質問等がございましたらどうぞ。 

 

○杉村委員 
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 私たち自身ＮＰＯでありながら、今４０で、５５申請中らしいですけど、どんどん増え

てるんですよね、すごいスピードで。私たち自身も、他の団体のＮＰＯの中身を完全には

把握できてないぐらいで、ＮＰＯでも、全くボランティア的にやっているＮＰＯと、うち

のように有償をうたっているところもある、それで既にいろいろなことの違いが出てくる。

さっき言った「ポップコーン」をお手伝いするときに、「ポップコーン」のことを１００％

理解してないで大変申しわけないですけど、お手伝いをする人たちが恐らく無償でやって

いると私は理解してたんですけど、そういうところにお手伝いに行くときに、こちらは運

営もあるし、会員の制度もあるから、ルールもあるから、有償だとそれで話し合いができ

るのか、そこに業者がかんでいるときに、そこのところを、発想を変えて資金的な応援を

しようよといったときに、ＮＰＯ「みもざ」、ＮＰＯ「ぽぽ」とかとの契約という形になる

ならまた話は別だけど、今の状況の中でうちから人を派遣しますということはなかなか難

しいですよね。 

 ファミリーサポートなんかも、最初にスタートするときに、以前に参加しますというこ

とで手を挙げていたことがあったんですけど、もともと府中市の経緯が、「しらとり」のほ

うに子育てのことをずっと応援してもらってたから、そういういきさつ上、「しらとり」の

ほうに多分ファミリーサポートのお話が行っていると思うんですけれども。そういう組織

として受けるときにはＮＰＯは受けやすいけど、どこかで既にやっているところへ人だけ

派遣するというのは、恐らく有償だから無償のところには難しいのかなと、そういう問題

も出てくるから。 

 私がよく委員会の中でも、発想を変えてというのは、新しい時代になって、市民のニー

ズも変わり、市政のほうも財政が破綻してきて、民間の力も活用してというふうに時代が

変わってきたんだったら、変わってきたように発想も変えながら、是正できるところはし

て、その活用、使えるところは使っていくというふうにしていかなきゃいけないんだけど、

そこのところが、先ほどから質問を逆にしようと思ってたんですけど、いろいろなことが

制度として盛り込まれていく、だけどそれを本当に実施するときにそれぞれの団体がうま

くかかわれるのかどうなのか、かかわるにはどういう手続の変更があってかかわっていけ

るのかということを明確にしていかないと、幾らいいものが書かれても実質的には動きに

くいというふうに思っているのでその辺をちょっと。発想を変えれば本当にすぐ制度とい

うのは変わってくるのかとか、箱物を使うときにも、今までだと、ここの管轄ですから、

ここの管轄ですからというと、この関係は使えないとか、そういうのが取り払われて、本

当にあいている箱物をうまく活用しながら、地域のそういう子育て次世代を応援していく

のにも活用できるのかとか、それから老人ホームの問題とか、いろいろな発想を変えるだ

けで、制度をどう変えたらどういうふうに生きていくのかというところが、私は難しいこ

とはちょっとわからないんですけど、とてもいろいろなことが盛り込まれているけど、本

当にこのように私たちも力をかしながら動けるのかなと逆に思いながら、その辺、逆に先

生に答えてもらいたい。 

 

○北場会長 

 庭山さん、いかがですか。 
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○庭山委員 

 「ポップコーン」のことについてもうちょっと話しておかなければいけないと思ったん

ですけれども、一番最初に「ポップコーン」のボランティアを市が募集をかけましたとき

は、市報で募集がかかりまして、ゼロ歳から３歳までの未就園児の集いの場をお手伝いす

るボランティアを募集していますという形だったので、全く無償と思って私も参加を希望

いたしましたし、ほとんどの方が、これは全く無償のボランティアということで参加希望

を出しました。実際のところ、ふたをあけましたら、何回か研修会があった後に、一応皆

様には、足代というのも変ですけれども、保育に関しての勉強をするときにもいろいろな

お金が発生したりするかもしれませんしということで、１回参加しますと、謝礼というこ

とで１，０００円が口座に振り込まれるという形になりました。 

 

○北場会長 

 それは１，０００円だから、労働というよりも、足代とか準備費的なものですね、働く

のは多分何時間かやっていらっしゃるわけですね。 

 

○庭山委員 

 その会場によって違いますけれども、女性センターなどは９時には必ず集合して、最後

片づけをして終わりますと大体１２時半ぐらいだと思います。 

 

○北場会長 

 ２～３時間。 

 

○庭山委員 

 ３時間半ぐらいだと思います。 

 

○北場会長 

 時給３００円というのはおかしいですよね。 

 

○庭山委員 

 もちろん会場によって多少前後いたしますが、約３時間ちょっと。 

 

○北場会長 

 有償でも労働対価はないと、多分そういう整理でしょうね。 

 

○山村委員 

 ボランティアの実費については１０何年も前から議論がありまして、以前は本当に手弁

当で持ち出して、それがボランティアなんですよということで、ある部分ではルールにな

っていたんですけれども、ただ、今はほとんどの方が交通費ですとか、あるいは材料費で

すとか、そういったものも含めて持ち出すの、それはやっぱり実費ですべきであって、労

働の対価でなければそれもボランティアと認めましょうよという形の意見がごく一般的な
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考え方になってきていて、それが今ボランティアの定義になっていると思います。いろい

ろな議論はあるんですけれども、どこまで金額はとか、そんなこともあるんでしょうけれ

ども、実費ですとか、材料費の負担の部分ですとか、そういったものは実費の範囲として

考えていきましょうというのが大勢の意見のようですね。 

 

○北場会長 

 ですから、多分今のはまだ無償ボランティアに近い形で府中市もやっているということ

だと思いますね。 

 

○庭山委員 

 ただ、それがいっときネックになりまして、少なくとも総合体育館のほうでは、その当

日参加したボランティアの方に必ず一律１，０００円が振り込まれるんですけれども、た

くさんのボランティアの方がいらっしゃると払い切れない。市としては予算がありますの

で、何名しかボランティアの方はお受けできないという枠がどうしても生じるわけです。

ボランティアとして参加する方々の中には、赤ちゃんが好きだから赤ちゃんを抱っこして

あげたい方や、困っているお母さんとちょっとお話をしてあげたいという方もいらっしゃ

れば、保育園や幼稚園で働いた経験がおありで、手遊びをできる方、ピアノが弾ける方も

いらっしゃいます。それぞれ自分がボランティアとして提供できるものはおのおの違って

当然ですけれども、中には自分は赤ちゃんをこうやって抱っこしてるだけで自分も幸せだ

し、参加したいけれども、それだけのために自分が行くと、その枠が、例えば５名と決ま

ってましたら、他の方はあんなにいろいろなことをなさっているのに、私が行くだけでは

申しわけないと言ってやめられてしまった方もいらっしゃいました。本当に残念ことと思

いました。たくさん手は欲しいけれども、全部お願いしていると、多分市のほうも予算の

枠がある。謝礼金は非常にいただいてありがたい。でも、ほとんど無償とはいえ、いただ

いていると、そこがネックになってしまう。本当に難しいなと思いました。 

 

○北村委員 

 今のお話で、学校関係でいえば、例えば野球とかサッカーとかバスケットとか、そうい

う課外のスポーツを通して、小さい子どもとお年寄りのお話みたいですけど、先ほどの話

からすればお話ししてもいいのかなと思うんですけれども、府中市には各学校にそういう

団体がありますよね。その人たちは、監督、コーチの人たちは全くのボランティアで、交

通費もいただいてませんし、必要なものは手弁当でやってますよね。自分なんかの立場か

らすれば学校の子どもたちですので、せめてその監督、コーチの人たち、結局子どもたち

については、スポーツ保険とかをやっているんでしょうけれども、我が身については何に

もないんですよね。それで、行政のほうにお願いをしたいという声もあるんですけれど、

今のお話で、やっぱり人数が多すぎてということで、今は全く手弁当であるということだ

けを紹介しておきたいかなと思うんです。 

 

○小川委員 

 国際交流サロンの場合も完全な無償ボランティアなんです。それで、講習会を東京外国
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語大学の先生にしていただくんですけど、教授法を、少し皆さんレベルアップしてもらわ

ないと、優秀な生徒さんが来ますと、どんどんどんどん文法を突っ込んできますので、日

本語がしゃべれますじゃちょっと難しくなってきますので、無償で講習会を受けるために

やっぱり払うんです、お金を払ってボランティアをやってるんですけれども。 

 先ほど、「ポップコーン」が回数をふやしてほしいという要望が随分ありますよね。それ

を考えますと、国際交流サロンの場合は、講習会をやって広報で一般公募するんですけど、

とにかく毎回希望者がすごいんですよ、講習を受けたいという人が。ですから、ボランテ

ィアもどんどんふえますし、やめる人もやめます。それはかわりますけど、足りなくて困

るという域はもう過ぎまして、今は大体生徒さんと人数もバランスがとれていますし。も

う割り切ってますから、交通費だけでも出せたらいいということを、私たちの運営委員会

でももちろん話題に出ることもあるんですけど、今の段階ではまだ他のほうの経費のほう

がかかるので、とてもそっちまではお金が回らないということ。そうすれば、今度は外国

人に対しても、何しろ我々は無料でやっておりますので、この授業で気に入らなかったら、

どうぞ日本語学校に行ってくださいということは堂々と言おうというふうに、むしろそこ

を切りかえて、みんなのボランティアでできる範囲でやりますということに徹する、そう

いうことを私たち委員の者が皆さんにも、各ボランティアの人にも伝えるようにはしてい

ます。 

 

○北村委員 

それからもう１つ、学校におけるボランティアの紹介です。本校では土曜日は月に２回

ほど、「親子パソコン教室」と「親子菜園クラブ」と「親子図書館」を行っています。学校

のある日には「パソコンボランティア」と「農園」と「読み聞かせ」と「授業支援ボラン

ティア」が活動しています。ボランティアの方々に「ご苦労様、ありがとう。」と我々から

すればお茶の一杯でも出したいなと思っても予算は一切ありません。たまたま田舎からリ

ンゴを送ってもらったからおすそ分けという形でたべていただくくらいです。 

先ほど、浅田委員さんのほうから赤字がというお話がありましたね、４５０万の赤字と

のこと。そんなでっかい赤字をどうするのかなと思っています。 

 

○浅田委員 

 もっとあります、実際には。 

 

○山村委員 

 私もずっと長くボランティア活動にかかわっているんですけれども、やっぱり先ほどの

ように実費はどこまでという部分があると思うんです。一番大切なのは、その方が負担に

感じているかどうかなんです、それが一番大きいんです。うちのほうでもいろいろな依頼

があって、例えば１日お願いしたいですとか、そのときにお昼は出ませんですとか、ちょ

っと難しくて出せないんですけれども、よろしいですかとか、そういう部分もありますし、

あるいはまたお昼は出せますとか、交通費は出せます、交通費は出せませんですとか、そ

ういう部分のニーズというのはたくさん来るんです。 

 うちの部分については、そのボランティア活動の範疇ということであれば対応するんで
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すが、それはあくまでもそのまま事実をボランティアさんに伝えて、そのニーズについて

ボランティアさんが、持ち出しでも構いませんよということであればやっていただくと。

その辺のボランティアさんの負担の部分をきちんと考えていくということが長続きの秘訣

になろうかと思います。ですから、その「ポップコーン」の活動もその辺。 

 

○庭山委員 

 金銭的な１，０００円の謝礼が云々ということではなく、一番のネックは「ポップコー

ン」のボランティアとして何を期待されているのかが明確でないということです。抱っこ

するボランティアを期待されているのかなと思って行ってみたら、親子の前で、「ハーイ、

みんな」とか言いながら踊ったりすることを期待されたりする。そのギャップが負担にな

るのです。 

 

○澤野委員 

 保育士さんにならなきゃいけない。 

 

○庭山委員 

 そうなんです、子どもの前で手遊びしたり、踊ったり、体操したり、お母さんたちが期

待していらっしゃるだけにしなきゃいけない、でも自分としては、それはできないという

方もいらっしゃるんですね。ましてや少し年配の方で、みんなの前で「何々ちゃん、やる

よー」なんていうことは私はできませんという方もたくさんいらっしゃって。この「ポッ

プコーン」は、ボランティアとして何を期待されているのか漠然としていたので、実際飛

び込んでみましたら、そんなことをしなければいけないんですか、それはできないけど抱

っこはできます、ただ、それに私が１，０００円をいただいてしまうと他の方がいらっし

ゃれない、それならできる方にお譲りしましょうと言ってやめられていった方がいらっし

ゃると。 

 

○北場会長 

 ありがとうございます。今、いろいろお話を聞いていて、ボランティアは何かと、いわ

ゆる事業とは何かと非常に境目がはっきりして、やっぱり事業というのは期待されるもの

があって、もう私、あした嫌だからやめるということでは困るので、継続的してやるよう

な事業を委託するのであれば有償でも構わないと。そうではなくて、単発でもいいし、や

りたいことをやるという形で満足できる人の形であれば、多分ボランティアで無償でも、

あるいはせいぜい実費程度のものでも十分だと。だとすると、「ポップコーン」が事業とし

てどうしても最低限やらなきゃいけない部分と、それ以外に、ボランティアで多様な方が、

位置づけできる方はどうぞいらっしゃいという部分と２つにきれいに分かれるなら、ＮＰ

Ｏ事業とボランティア事業を共存させるような形でやることが可能だと。 

 

○澤野委員 

 またちょっと話がそれるかもしれないんですけれども、「ポップコーン」の中の人材をＮ

ＰＯからというお話と、もう１点は、府中市でやっている「ポップコーン」全部を統一す
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るのは無理かもしれませんけれども、現状の総合体育館の「ポップコーン」は、例えばＮ

ＰＯさんの「ぽぽ」さんで運営していただく、女性センターは「みもざ」さんで運営して

いただく。今現在も、総合体育館の「ポップコーン」と女性センターの「ポップコーン」

の内容は明らかに同じものではないんです。それぞれの場所で、それぞれのやり方でやっ

ているので、そういう方法も考えられるのかなと思うんですけれども、問題としては、参

加される方から、多少の有料の形になっていかなければ難しいかなと。今現在は無料で子

どもたちとお母さんが集まってくるんですけれども、ＮＰＯのお金のことがよくわからな

いで発言しているんですけれども、何らかの有料化にならなければ、私が今思ったそうい

う構想は難しいのかなと思いますが、どうでしょうか。 

 

○北場会長 

 事業化の話は、市のほうでもしやるとなったらあれですが、現実問題、今まで無償でや

ってて、利用者からお金を取ってないのに、ＮＰＯにしたからお金を取るのはできないだ

ろうと。でも無償でやるところと有償でやるところを違えるということは市のほうで、あ

るいは議会のほうで承認されるかどうかという議論もありますし。ただ現実なぜこういう

議論になるかというと、今のままではなかなか伸びない、マンパワーが得られないから、

確実にマンパワーを得る方法としてＮＰＯのようなところに委託という形で、１日、２日

ふやすためにはもう少しボランティアを集めたらどうかという議論でしょうけど、今のよ

うな週１回じゃなくても、毎日というような形で大転換するのであれば、当然それなりの

有償という形で事業を委託しなければいけないという議論にはなるんでしょうね。 

 要は、そこの必要性を市がどこまでインセンティブを高めるか。現実にこれは相当ある

し、正直言って私は、毎日そこに行けばだれかがいる、そういう形をつくることによって

いろいろな地域の人の触れ合いができる。行ったら、週３回あの人の顔を見た、あの人は

どういう人だろうかとか、たまたま同じ帰る道筋でいろいろ話をする中で、自分と同じよ

うな悩みを持っている人がいたとか、そういう出会いの場になるだろう。そういう動線が

できれば、そこでいろいろな仲間づくりもできるし、こういうことをやりたい、こういう

ことを何かできないかという形で動き出すというか。その動線が、たくさんの人が同じ方

向で流れていく中で、いろいろな人との出会いが生まれるということにすごく意味がある

だろうと。そういう動線をつくるということが、ただ単に毎日やるということだけでなし

に、ものすごい波及効果を生むし、そこで何かやりたいという人たちに対してちゃんとう

まい支援ができて、それをやりたければここにこういう人がいて援助してくれますよとい

うアドバイスがうまくつながっていけば、本当に自分たちが必要なものを、頼むばかりじ

ゃなくて自分たちでもやっていくというような、住民の主体性が生まれていくんじゃない

か。自分１人じゃない、仲間がいるし、じゃあやってみようかというところにつながって

いくんじゃないかなと。 

 

○庭山委員 

 ボランティアの資質がすごく大事だと思いますので、ボランティアを育成すること、す

なわち気持ちを高めるための配慮をしていただかないと、結局箱があっても中にいる人に

魅力がなくなってしまう。そうなってしまうとお母さん方も集まらないと思うんです。プ
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ログラムが立派でも、そこでやっている人が楽しそうにやっているのか、単に仕事として

やっているのかで全然雰囲気が違うと思います。ですから、そこの人材の気持ちの育成に

ぜひとも何とか力を入れていただきたいなと思います。 

 

○弓削田委員 

 すぐできる、府中駅南口の中核施設にも広場というのができると思いますが、それと分

倍河原にできるものと合わせて、ニーズに対して市としてはどのくらい充足できると考え

ていらっしゃるのか、また、そこでＮＰＯとかボランティアさんにお願いするお考えがあ

るのかとか、その辺をもう少し教えていただけたらと思います。 

 

○子育て支援課長 

 府中駅の南口につくる中核施設は、「ポップコーン」事業の中核ということで、月曜から

日曜まで基本的には毎日開きます。これを朝１０時から夕方５時ぐらいまで開きますので、

来られる方はほぼ対応できるだろうと、数でどうのこうのじゃなくて、時間帯と毎日行う

ということで。それから市の中心部で来やすい、車でも来れる、それからコミュニティバ

スもありますと。ただ、そういう中心部の中核施設とは別に、もっと自分の住んでいる身

近なところで、例えば、初めは全然わからなくて府中駅に来たけれども、そこで近所の人

と友達になって、近所の人たちで集まるときにどこか、やっぱり近い場所が必要だろうと

いうことで、やっぱり地域の「ポップコーン」は継続、拡大していくという方針です。今

現在の地域版というのは学童クラブ、これの午前中の時間を使ってやっていきたいと。こ

こまでが現時点の発想です。 

 ボランティアですけれども、当然その中核施設の中でも、会場を使ってたくさんのボラ

ンティアの方を養成していきたいと思っています。その養成された方がいろいろな事業と

いいますか、具体的な活動につく方もいらっしゃるでしょうし、つかない方もいらっしゃ

ると思います。だけどそういう気持ちを持った人が地域にたくさん生まれることが必要だ

と思いますので、そういう観点で、新たな施設ではボランティアの育成に重点を入れてい

くと、そういう考えです。 

 

○弓削田委員 

 もう１つ、質問よろしいですか。その学童クラブの空き時間を使ってやるというときは、

指導員が入るんですか。 

 

○子育て支援課長 

 現状では学童の指導員が入って、それプラス、ボランティアさんでやっていますね。た

だ、お話にありましたように、現状は週に１回しかできない、それから学童クラブもまだ

３カ所しかやっていおらず、これから２２カ所に拡大していくには、たくさんの人の力が

必要ですので、まだ少し時間はかかるだろうと。 

 

○弓削田委員 

 例えば抱っこするだけのボランティアでもいいということですか、企画運営に携わらな
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くてもいいということですか。 

 

○子育て支援課長 

 今の「ポップコーン」事業というもののとらえ方なんでしょうけれども、今はまだ少な

い会場の中で始めてますので、ある程度プログラムを持ちながらやってますので、本当は

さっき言った中核の場面で想定したのは、場所があってそこに集まれるものがいいんだろ

うという考えでした、自由に集まれて、お母さんたち同士でしゃべったりできたり。ただ

現状、「ポップコーン」はまだ立ち上げたばかりで、そこに事業的な色彩を持ち込んでます

ので、その中である程度こういった形のものを提供してやっていこうという形で今動いて

ますので、そういう中で、例えば極端な話、抱いているだけの方もあるんでしょうけれど

も、今の中では難しいといいますか、少ない人数の中である形を想定しながらそれぞれの

会場の中でこうしていこうという形でやってますので、逆に言えば、そういう会場も今後

あり得るかもしれないですよね。なるべく何もやらないでやっていきましょうというとこ

ろも出てくるかもしれないですね。 

 

○弓削田委員 

 じゃあ各会場の動きに合わせてということですね。 

 

○北場会長 

 すみません、もう時間がありませんので。来週以降中間報告に向けて、どういう事項を

重点にするのか、皆さんは現場をご存じですから、どういうやり方がいいのかということ

までの踏み込んだ議論は、あと２回ありますので。きょうはしょっぱなの、頭の整理ぐら

いだと思ったらどんどん踏み込まれちゃって、ちょっと終わりが見えないんですけれども。 

 

○杉村委員 

 一言だけ言いたいんですけど、皆さんの考え方が違う中で、ボランティアの意義も、有

償ボランティアの意義も、「ポップコーン」やなんかの制度で、どういうビジョンに基づい

てこういうものをつくったかということも明確にわかってない中でみんなで議論している

から大変難しいんだと思うんですね。せめて有償ボランティアとボランティアは何なんだ

というようなのは文章的に定義されているものもあるから、それをちょっと事務方で次の

ときには用意していただくというのも１つは大事かと思うんですね。 

 私たちＮＰＯとしては、どんな市政にも協力はしていくけれども、自分のところの理念

がありルールがあるから、それに合わない場合は、簡単に活用すると言われているけど、

活用されたくはありません、自分の意思で動きます。というのは、「みもざ」が意地悪く言

っているんじゃなくて、ＮＰＯは皆さんそういうふうに言っています、ＮＰＯの会なんか

で。その会の特性を生かして、行政と共同するときにも、そこをちゃんと明確にして、対

等にパートナーシップとしてかかわるという位置づけがないと、どんな仕事にもかかわれ

ないんじゃないか、そこは明確にして、この中でも議論していただかないといけないかな

と思っております。本当にボランティアは個人の発想のもとに動いて、それをＮＰＯはあ

る程度組織化されてきている。そういう違いとかを明確に理解してないと、十把一からげ
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で議論して、今度「ポップコーン」はＮＰＯに任せましょうと言われても、オーケーする

かどうかというのは、それぞれの団体の意思があると思います。 

 

○北場会長 

 例えば「ポップコーン」で居場所をつくればいいと思ったら、やっぱり母親たちは子ど

もの教育的な部分とか、そういうことを期待するということで、思わざる負担がボランテ

ィアにかかったという、思ったところ以上のニーズが多分出てくるんでしょうね。それは、

お金がかからなくて何でもやってくれればみんなニーズは高まるから、場をつくるだけで

はだめで、どうするかというと、人を養成する仕組みを考えなきゃいけない。ＮＰＯがそ

ういう人を養成するような技術、ノウハウを持っていたら、そこの部分は事業として委託

はできるかもしれない。 

 

○浅田委員 

 今、いろいろなことを逆提案されているように聞こえてしまって、形として言いたいこ

とはわかるんですが、じゃあそのＮＰＯってどこにあるのという話で。私たちはもともと

これがしたいよねと、今府中市にはこういうことが足りなくて、だからこういうことをし

たいよねと。「ポップコーン」をつくりたかったら自分たちみずからつくります、行政介入

は必要ないです。そこから生まれてきた新たなニーズを、例えばそこからいろいろな声が

上がったら、料理サークルをつくってみたり、新たなる展開をしていく。また子どもが大

きくなったら、それにかかわるような気持ちになれるという、それこそそれが会員同士の

助け合いを広げる私たちの意味で、そこの根本的なところが。 

 

○北場会長 

 来週、地域とは何か、地域のニーズとは何かというところを、つまり行政として子育て

支援だと言うんだけれども、子育て支援というのは１つのきっかけであって、多分そこか

らいろいろなニーズが発生するんですよね、介護の問題も障害の問題も、それは地域問題

だから。たまたま今保育で、子育てのことを切っているけれども、多分そこは発展するん

ですよ。でも地域をとらえる核が今なかなかなくて、地域住民を、保育の問題、介護の問

題、障害の問題、みんな輪切りにしているんですよね。でも地域ということを考えると、

そこは生活問題すべてだから、１つのたまり場ができたら地域はいろいろな発展の仕方を

する。でも、この部分だけ行政は支援しますよ、それ以降の発展は地域にお任せしますよ

というやり方だっていいはずなんですよね。 

 

○浅田委員 

 それは今、杉村さんも入っている協働推進のほうのところで検討されていくわけで、ま

だまだそこは確立されていないし。 

 

○杉村委員 

 みんなそれぞれの団体、特にＮＰＯなんてまだ自分自身をも模索している段階ですから

難しいんですよね。それで行政に位置づけられて、はい、一緒にやりましょうと言われて
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も、難しいなという。 

 

○浅田委員 

 やっぱり多胎児支援も委託になって、その辺もどんどんまた新たなことが始まってきて

いるので。 

 

○北場会長 

 逆に言えば、接点としてここだけは委託するけれども、これ以上は地域にお任せすると

いう、行政のほうも節度を持つべきだし、多分ＮＰＯもここだけは行政のニーズに沿って

やりますという、そういう委託をやらないと支援にならないですよ、ＮＰＯを活用できな

い、ＮＰＯは勝手な団体だということになっちゃうから。でも、１つの核としては確かに

意味があるので、すみません、もうやめます。重点項目として何が必要かということと、

どこのレベルまでが必要かということと、具体的にどういう担い手があり得るのかと、多

分３つが課題だと思いますので。 

 

○子育て支援課長 

 すみません、遅くまでありがとうございました。 

 最後に確認をさせていただきます。第５回の議事録、既に皆さんから修正をいただいて

おりますので、この時間を最終としまして、特になければ公開の手続をとらせていただき

ます。前回の議事録は、実は昨日でき上がりまして、きょうお手元にお配りしております。

これについては７月２日締め切りということでご確認をお願いいたします。 

 それから、次回、第８回協議会ですが、大変申しわけございませんけれど、６月３０日、

水曜日２時から、今度は北庁舎、市役所のほうの第１会議室になります。どうぞよろしく

お願いします。ありがとうございました。 

 

以上 


